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(57)【要約】
【課題】フレキシブルディスプレイ及び内部コンポーネ
ントを備えた電子装置の提供。
【解決手段】内部コンポーネントはフレキシブルディス
プレイの下に配置される。内部コンポーネントは、フレ
キシブルディスプレイを通して音を伝送するスピーカの
ような出力装置であるか、ユーザによって感知される仕
方でディスプレイを変形するアクチュエータである。内
部コンポーネントはフレキシブルディスプレイを通して
音又は圧力情報を受け取るマイクロホン又は圧力センサ
である。フレキシブルディスプレイを永久的又は一時的
に変形して装置のユーザに触覚フィードバックを与える
ために構造コンポーネントが使用される。フレキシブル
ディスプレイ層を含む１つ以上のフレキシブルな層から
形成された凹面ディスプレイ又は凸面ディスプレイを伴
う電子装置が提供される。フレキシブルディスプレイの
部分はディスプレイベースのスピーカ構造体のスピーカ
膜として使用される。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　フレキシブルディスプレイと、
　内部コンポーネントと、
を備え、前記フレキシブルディスプレイは、装置外部のアクションにより変形され、そし
て前記フレキシブルディスプレイの変形で前記内部コンポーネントから応答を生成する、
電子装置。
【請求項２】
　前記フレキシブルディスプレイは、
　フレキシブルディスプレイ層、及び
　タッチ感知層、
を含む請求項１に記載の電子装置。
【請求項３】
　前記フレキシブルディスプレイのフレキシブルディスプレイ層は、アクティブなディス
プレイ領域を含み、そして前記内部コンポーネントは、前記フレキシブルディスプレイの
アクティブなディスプレイ領域の一部分で覆われる、請求項２に記載の電子装置。
【請求項４】
　前記内部コンポーネントは、ボタンを含み、そして前記フレキシブルディスプレイの変
形でそのボタンが圧縮される、請求項３に記載の電子装置。
【請求項５】
　前記フレキシブルディスプレイは、更に、少なくとも１つの開口を有する堅牢なカバー
層を含む、請求項４に記載の電子装置。
【請求項６】
　前記開口は、前記堅牢なカバー層の穴を含み、前記ボタンは、その開口にボタン部材を
含み、該ボタン部材は、前記堅牢なカバー層の穴内を移動し、そして前記開口におけるボ
タン部材の移動は、前記フレキシブルディスプレイの変形を引き起こす、請求項５に記載
の電子装置。
【請求項７】
　前記内部コンポーネントは、圧力センサを含み、そして前記フレキシブルディスプレイ
の変形がその圧力センサに機械的圧力を作用させる、請求項３に記載の電子装置。
【請求項８】
　前記圧力センサは、圧電アクチュエータを含み、そして前記機械的圧力は、前記圧電ア
クチュエータに電圧を誘起する、請求項７に記載の電子装置。
【請求項９】
　前記内部コンポーネントは、前記電子装置の外部で発生する音を検出するためのレーザ
マイクロホンを含み、そして音の検出は、前記フレキシブルディスプレイの変形をレーザ
で検出することを含む、請求項３に記載の電子装置。
【請求項１０】
　フレキシブルディスプレイと、
　前記フレキシブルディスプレイを通して音を送信又は受信するオーディオコンポーネン
トと、
を備えた電子装置。
【請求項１１】
　前記フレキシブルディスプレイは、アクティブなディスプレイ領域を含み、そして前記
オーディオコンポーネントは、前記フレキシブルディスプレイのアクティブなディスプレ
イ領域の後方にマウントされる、請求項１０に記載の電子装置。
【請求項１２】
　前記フレキシブルディスプレイは、
　フレキシブルディスプレイ層、及び
　タッチ感知層、
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を含む請求項１１に記載の電子装置。
【請求項１３】
　前記オーディオコンポーネントは、ダイアフラムを含み、そしてそのダイアフラムは、
前記フレキシブルディスプレイに接触するようにマウントされる、請求項１１に記載の電
子装置。
【請求項１４】
　ハウジングと、
　前記ハウジングにマウントされたフレキシブルディスプレイと、
　前記フレキシブルディスプレイの一部分の下にマウントされた第１の内部コンポーネン
トと、
を備え、前記第１の内部コンポーネントは、前記フレキシブルディスプレイの前記一部分
を変形するように構成された、電子装置。
【請求項１５】
　前記第１の内部コンポーネントは、圧電アクチュエータを含み、該圧電アクチュエータ
に印加される電圧で圧電アクチュエータが膨張され、そしてその圧電アクチュエータの膨
張に応答して前記フレキシブルディスプレイの一部分が変形する、請求項１４に記載の電
子装置。
【請求項１６】
　前記第１の内部コンポーネントは、構造コンポーネントを含み、前記フレキシブルディ
スプレイの一部分は、その構造コンポーネントとの物理的接触に応答して変形し、そして
前記フレキシブルディスプレイの一部分が変形すると、前記フレキシブルディスプレイの
その一部分が前記構造コンポーネントの表面に合致させられる、請求項１４に記載の電子
装置。
【請求項１７】
　前記フレキシブルディスプレイの一部分の下にマウントされた第２の内部コンポーネン
トを更に備え、前記構造コンポーネントの表面に合致する前記フレキシブルディスプレイ
一部分は、前記第２の内部コンポーネントの位置を指示する、請求項１６に記載の電子装
置。
【請求項１８】
　前記第２の内部コンポーネントは、ボタンを含み、前記フレキシブルディスプレイの一
部分は、前記電子装置の外部のアクションで更に変形されるように構成され、そして前記
フレキシブルディスプレイの一部分の更なる変形で前記ボタンが圧縮される、請求項１７
に記載の電子装置。
【請求項１９】
　前記第１の内部コンポーネントは、更に、アクチュエータを含み、このアクチュエータ
に前記構造コンポーネントがマウントされ、前記アクチュエータを上昇させると、前記構
造コンポーネントを前記フレキシブルディスプレイの一部分と接触させるよう移動し、そ
して前記アクチュエータを下降させると、前記構造コンポーネントを、前記フレキシブル
ディスプレイとの接触を解除させるよう移動する、請求項１６に記載の電子装置。
【請求項２０】
　前記フレキシブルディスプレイは、タッチ感知層を含み、前記構造コンポーネントの表
面に合致する前記フレキシブルディスプレイの一部分の変形は、前記フレキシブルディス
プレイの前記タッチ感知層の一部分の位置を指示する、請求項１９に記載の電子装置。
【請求項２１】
　前記アクチュエータにマウントされた第２の内部コンポーネントを更に備え、前記構造
コンポーネントの表面に合致する前記フレキシブルディスプレイの一部分の変形は、前記
第２の内部コンポーネントの位置を指示する、請求項１９に記載の電子装置。
【請求項２２】
　カバー部材と、
　前記アクチュエータに結合されたアクチュエータスイッチと、



(4) JP 2017-194975 A 2017.10.26

10

20

30

40

50

を更に備え、前記フレキシブルディスプレイの変形は、前記カバー部材に圧力を作用させ
、そして前記カバー部材に圧力がかかると、前記カバー部材を持ち上げる、請求項１９に
記載の電子装置。
【請求項２３】
　ハウジングと、
　前記ハウジングにマウントされた凹面ディスプレイと、
を備え、前記凹面ディスプレイは、凹面を有する堅牢な内部支持構造体と、該堅牢な内部
支持構造体に取り付けられてその堅牢な支持構造体の凹面に合致するフレキシブルディス
プレイ層とを有する、電子装置。
【請求項２４】
　前記凹面ディスプレイは、更に、第１の接着剤層を含み、そして該第１の接着剤層は、
前記フレキシブルディスプレイ層を前記堅牢な内部支持構造体の凹面に取り付ける、請求
項２３に記載の電子装置。
【請求項２５】
　前記凹面ディスプレイは、更に、タッチ感知層を含む、請求項２３に記載の電子装置。
【請求項２６】
　前記凹面ディスプレイは、更に、第１及び第２の接着剤層を含み、その第１の接着剤層
は、前記フレキシブルディスプレイ層を前記タッチ感知層に取り付け、そしてその第２の
接着剤層は、前記フレキシブルディスプレイ層を前記堅牢な内部支持構造体に取り付ける
、請求項２５に記載の電子装置。
【請求項２７】
　前記ハウジングは、ベゼルを含み、そして該ベゼルは、前記凹面ディスプレイの周囲を
取り巻く、請求項２３に記載の電子装置。
【請求項２８】
　前記堅牢な内部支持構造体は、凸状内面を有し、そして前記電子装置は、更に、その凸
状内面に隣接してマウントされた少なくとも１つの内部コンポーネントを備えている、請
求項２６に記載の電子装置。
【請求項２９】
　前記堅牢な内部支持構造体は、少なくとも１つの開口を有する、請求項２８に記載の電
子装置。
【請求項３０】
　前記少なくとも１つの開口は、前記堅牢な内部支持構造体の穴を含み、そして前記少な
くとも１つの内部コンポーネントは、前記堅牢な内部支持構造体の前記穴にマウントされ
る、請求項２９に記載の電子装置。
【請求項３１】
　ハウジングと、
　前記ハウジングにマウントされた凹面ディスプレイと、
を備え、前記凹面ディスプレイは、少なくとも１つの凹状外面及び少なくとも１つの対応
する凸状内面を有する堅牢なカバー層を備えると共に、フレキシブルディスプレイ層を備
え、そのフレキシブルディスプレイ層は、前記堅牢なカバー層の前記凸状内面に合致する
ものである、電子装置。
【請求項３２】
　前記フレキシブルディスプレイ層は、有機発光ダイオードで形成された画像ピクセルを
含む、請求項３１に記載の電子装置。
【請求項３３】
　前記凹面ディスプレイは、更に、第１の接着剤層を含み、その第１の接着剤層は、前記
フレキシブルディスプレイ層を前記堅牢なカバー層の凸状内面に取り付ける、請求項３１
に記載の電子装置。
【請求項３４】
　前記堅牢なカバー層は、少なくとも１つの開口を有し、前記電子装置は、更に、内部コ
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ンポーネントを備え、その内部コンポーネントは、前記堅牢なカバー層の少なくとも１つ
の開口の下で前記フレキシブルディスプレイ層に隣接してマウントされる、請求項３３に
記載の電子装置。
【請求項３５】
　前記内部コンポーネントは、スピーカを含み、そしてそのスピーカは、前記フレキシブ
ルディスプレイ層を通して音を伝送する、請求項３５に記載の電子装置。
【請求項３６】
　前記内部コンポーネントは、ボタンを含み、前記電子装置は、更に、前記堅牢なカバー
層の少なくとも１つの開口にボタン部材を備え、そのボタン部材は、前記堅牢なカバー層
の少なくとも１つの開口内で移動し、そして前記ボタン部材の移動でボタンが圧縮される
、請求項３４に記載の電子装置。
【請求項３７】
　電子装置ハウジングと、
　前記電子装置ハウジングにマウントされた凹面ディスプレイと、
を備え、前記凹面ディスプレイは、凹状外面及び凸状内面を有する堅牢なカバー層、フレ
キシブルディスプレイ層、及びタッチ感知層を含み、前記フレキシブルディスプレイ層及
びタッチ感知層は、各々、前記堅牢なカバー層の凸状内面に合致する、電子装置。
【請求項３８】
　前記凹面ディスプレイは、更に、第１及び第２の接着剤層を含み、前記フレキシブルデ
ィスプレイ層は、その第１の接着剤層で前記タッチ感知層に取り付けられ、そして前記タ
ッチ感知層は、その第２の接着剤層で前記堅牢なカバー層の凸状内面に取り付けられる、
請求項３７に記載の電子装置。
【請求項３９】
　前記凹面ディスプレイの前記フレキシブルディスプレイ層に隣接してマウントされた少
なくとも１つの内部コンポーネントを更に備えた、請求項３８に記載の電子装置。
【請求項４０】
　前記凸面ディスプレイの堅牢なカバー層は、少なくとも１つの開口を有し、前記少なく
とも１つの内部コンポーネントは、オーディオコンポーネントであり、そしてそのオーデ
ィオコンポーネントは、前記堅牢なカバー層の少なくとも１つの開口の下にマウントされ
る、請求項３９に記載の電子装置。
【請求項４１】
　前記凹面ディスプレイの凹状外面は、曲率及び周縁を有し、その曲率は最深点を有し、
該最深点及び少なくとも幾つかの周縁は、前記凹面ディスプレイの曲率に関連した最大深
さを定め、そして前記凹面ディスプレイの最大深さは、０．５ｍｍから２０ｍｍである、
請求項３８に記載の電子装置。
【請求項４２】
　内部コンポーネントを更に備え、その内部コンポーネントは、前記凹状外面の周縁から
ある距離にマウントされ、そしてその距離は、前記最大深さより短い、請求項４１に記載
の電子装置。
【請求項４３】
　ハウジングと、
　前記ハウジングにマウントされたディスプレイと、
を備え、前記ディスプレイは、堅牢な支持構造体の凸状外面に合致するフレキシブルディ
スプレイ層を有する、電子装置。
【請求項４４】
　前記ディスプレイは、更に、接着剤層を含み、そしてその接着剤層は、前記フレキシブ
ルディスプレイ層を、前記堅牢な支持構造体の凸状外面に取り付ける、請求項４３に記載
の電子装置。
【請求項４５】
　前記ディスプレイは、更に、タッチ感知層を含む、請求項４３に記載の電子装置。
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【請求項４６】
　前記ディスプレイは、更に、第１及び第２の接着剤層を含み、その第１の接着剤層は、
前記フレキシブルディスプレイ層を前記タッチ感知層に取り付け、そしてその第２の接着
剤層は、前記フレキシブルディスプレイ層を前記堅牢な支持構造体の凸状外面に取り付け
る、請求項４５に記載の電子装置。
【請求項４７】
　前記フレキシブルディスプレイ層は、有機発光ダイオードで形成された画像ピクセルを
含む、請求項４６に記載の電子装置。
【請求項４８】
　前記ハウジングは、少なくとも１つの開口を有し、その開口は、コネクタポートに関連
し、そして前記電子装置は、更に、前記コネクタポートにマウントされたコネクタ構造体
を備えている、請求項４６に記載の電子装置。
【請求項４９】
　ハウジングと、
　前記ハウジングにマウントされたディスプレイと、
を備え、前記ディスプレイは、少なくとも１つの凸状外面及び少なくとも１つの関連凹状
内面を有する堅牢なカバー層を含むと共に、前記凹状内面に合致するフレキシブルディス
プレイ層を含む、電子装置。
【請求項５０】
　前記ディスプレイは、更に、接着剤層を含み、そしてその接着剤層は、前記フレキシブ
ルディスプレイ層を前記堅牢なカバー層の凹状内面に接合する、請求項４９に記載の電子
装置。
【請求項５１】
　前記堅牢なカバー層は、ガラスを含む、請求項４９に記載の電子装置。
【請求項５２】
　前記フレキシブルディスプレイ層は、有機発光ダイオードから形成された画像ピクセル
を含む、請求項５１に記載の電子装置。
【請求項５３】
　前記フレキシブルディスプレイ層は、有機発光ダイオードから形成された画像ピクセル
を含む、請求項４９に記載の電子装置。
【請求項５４】
　前記ディスプレイは、更に、前記凹状内面に合致するタッチセンサ層を含む、請求項４
９に記載の電子装置。
【請求項５５】
　前記凹面ディスプレイは、更に、第１及び第２の接着剤層を含み、その第１の接着剤層
は、前記フレキシブルディスプレイ層を前記タッチセンサ層に取り付け、そしてその第２
の接着剤層は、前記タッチセンサ層を前記ディスプレイの凹状内面に取り付ける、請求項
４６に記載の電子装置。
【請求項５６】
　前記タッチセンサ層は、インジウム・スズ酸化物電極を含む、請求項５５に記載の電子
装置。
【請求項５７】
　内部コンポーネントを更に備え、前記ディスプレイの凹状内面は、前記電子装置に対す
る付加的な内部容積を与え、そして前記内部コンポーネントは、その付加的な内部容積に
少なくとも部分的にマウントされる、請求項４９に記載の電子装置。
【請求項５８】
　少なくとも前面及び後面を有する電子装置において、
　その前面と後面との間に介在された電子コンポーネントと、
　少なくとも前面及び後面を実質的に覆うと共にその電子コンポーネントを取り巻くディ
スプレイと、
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を備え、前記ディスプレイは、少なくとも１つの内面を有する堅牢なカバー層と、その内
面に合致するように曲げられたフレキシブルディスプレイ層とを含む、電子装置。
【請求項５９】
　前記ディスプレイは、更に、前記フレキシブルディスプレイ層の少なくとも一部分に取
り付けられたタッチ感知層を含む、請求項５８に記載の電子装置。
【請求項６０】
　前記内面は、凹状内面を含み、前記電子装置は、更に、コネクタ構造体と、開口を有す
るハウジングとを備え、そのコネクタ構造体は、前記開口にマウントされて、コネクタポ
ートを形成する、請求項５８に記載の電子装置。
【請求項６１】
　前記電子装置は、少なくとも２つの側壁面を有し、そして前記ディスプレイは、２つの
側壁面を実質的にカバーする、請求項５８に記載の電子装置。
【請求項６２】
　前記ディスプレイは、少なくとも２つの縁を有し、そして前記ディスプレイの縁は、接
合部材によって接合される、請求項６１に記載の電子装置。
【請求項６３】
　フレキシブルディスプレイと、
　スピーカ膜を有するスピーカ構造体と、
を備え、前記スピーカ膜は、前記フレキシブルディスプレイの一部分から形成されたもの
である、電子装置。
【請求項６４】
　前記スピーカ膜を形成する前記フレキシブルディスプレイの一部分を補剛するように構
成された補剛構造体を更に備えた、請求項６３に記載の電子装置。
【請求項６５】
　前記補剛構造体は、発泡材の層を含む、請求項６４に記載の電子装置。
【請求項６６】
　前記補剛構造体は、前記発泡材層の第１及び第２の互いに逆の面に取り付けられる第１
及び第２の補剛シートを含む、請求項６５に記載の電子装置。
【請求項６７】
　前記フレキシブルディスプレイは、画像を表示するように構成されたアクティブな部分
を含み、そして前記スピーカ膜は、前記フレキシブルディスプレイのそのアクティブな部
分から形成される、請求項６３に記載の電子装置。
【請求項６８】
　堅牢な構造体と、
　前記堅牢な構造体にスピーカ構造体の一部分を取り付けるように構成された懸架構造体
と、
を更に備えた請求項６３に記載の電子装置。
【請求項６９】
　前記フレキシブルディスプレイがマウントされる電子装置ハウジングを更に備え、前記
堅牢な構造体は、少なくとも一部分が前記電子装置ハウジングから形成される、請求項６
８に記載の電子装置。
【請求項７０】
　前記フレキシブルディスプレイの上に形成されたカバー層を更に備え、該カバー層は、
前記スピーカ膜の上に形成された少なくとも１つの開口を含む、請求項６３に記載の電子
装置。
【請求項７１】
　前記フレキシブルディスプレイがマウントされる電子装置ハウジングを更に備え、その
電子装置ハウジングは、少なくとも１つの音響ポートを有する、請求項６３に記載の電子
装置。
【請求項７２】
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　前記フレキシブルディスプレイは、ポリマーのフレキシブルシートから形成された基板
を有する有機発光ダイオードディスプレイを含む、請求項６３に記載の電子装置。
【請求項７３】
　フレキシブルディスプレイと、
　複数のスピーカ構造体と、
を備え、前記フレキシブルディスプレイの部分が前記複数のスピーカ構造体のスピーカ膜
を形成する、電子装置。
【請求項７４】
　前記スピーカ膜を形成する前記フレキシブルディスプレイの部分を補剛するように構成
された複数の補剛構造体を備えた、請求項７３に記載の電子装置。
【請求項７５】
　前記フレキシブルディスプレイは、
　補剛領域のセットであって、該補剛領域のセットにおける各補剛領域が各スピーカ構造
体の一部分を形成するような補剛領域のセットと、
　フレキシブル領域であって、各フレキシブル領域が前記補剛領域のセットにおける各補
剛領域を取り囲むようなフレキシブル領域と、
　取り囲み補剛領域であって、その部分により各フレキシブル領域を取り囲むような取り
囲み補剛領域と、
を備えた請求項７３に記載の電子装置。
【請求項７６】
　前記スピーカ構造体は、左チャンネルスピーカ及び右チャンネルスピーカを含む、請求
項７３に記載の電子装置。
【請求項７７】
　前記スピーカ構造体を駆動するように構成されたトランスジューサを更に備え、各トラ
ンスジューサは、コイル及び磁石を含む、請求項７３に記載の電子装置。
【請求項７８】
　前記スピーカ構造体を駆動するように構成された圧電トランスジューサを更に備えた、
請求項７３に記載の電子装置。
【請求項７９】
　前記フレキシブルディスプレイは、ポリマーのフレキシブルシートから形成された基板
を有する有機発光ダイオードディスプレイを含む、請求項７３に記載の電子装置。
【請求項８０】
　ハウジングと、
　前記ハウジングにマウントされたフレキシブルな有機発光ダイオードディスプレイであ
って、ポリマーのフレキシブルシートから形成された基板を有するようなフレキシブルな
有機発光ダイオードディスプレイと、
　前記ポリマーのフレキシブルシートの一部分から形成されたスピーカ膜を有する少なく
とも１つのスピーカと、
を備えたポータブル電子装置。
【請求項８１】
　前記少なくとも１つのスピーカと前記スピーカ膜との間に介在された補剛構造体を更に
備え、その補剛構造体は、複合材料を含む、請求項８０に記載の電子装置。
【請求項８２】
　前記スピーカ膜は、凹状である、請求項８０に記載の電子装置。
【請求項８３】
　前記ハウジングは、４つの周囲縁をもつ長方形ハウジングを含み、前記フレキシブルな
有機発光ダイオードディスプレイ及び前記スピーカ膜は、その４つの周囲縁の間に延びる
、請求項８０に記載の電子装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、一般的に、フレキシブルディスプレイに関するもので、より詳細には、フレ
キシブルディスプレイを伴う電子装置に関する。
【０００２】
　本願は、２０１１年６月２８日に出願された米国特許出願第１３／１７１，２９５号、
２０１１年５月１６日に出願された米国特許出願第１３／１０８，２５６号、２０１１年
７月１５日に出願された米国特許出願第１３／１８４，３０３号、２０１２年３月１６日
に出願された米国特許出願第１３／４２２，７２４号、２０１１年３月２１日に出願され
たプロビジョナル特許出願第６１／４５４，８９４号、２０１１年３月２１日に出願され
たプロビジョナル特許出願第６１／４５４，９３６号、及び２０１１年３月２１日に出願
されたプロビジョナル特許出願第６１／４５４，９５０号の優先権を主張するもので、こ
れらは、参考として、ここにそのまま援用される。
【背景技術】
【０００３】
　ポータブルコンピュータ及びセルラー電話のような電子装置は、堅牢なディスプレイ構
造体から作られた堅牢なディスプレイがしばしば設けられる。例えば、液晶ディスプレイ
（ＬＣＤ）は、ユーザへ視覚フィードバックを与えるためのディスプレイピクセルをもつ
薄膜トランジスタ層、ディスプレイピクセルに色を与えるためのカラーフィルタ層、ユー
ザからタッチ入力を収集するためのタッチスクリーンパネル、ディスプレイ及び内部コン
ポーネントを保護するためのカバーガラス層、等の堅牢なディスプレイ構造体のスタック
から形成される。
【０００４】
　又、従来の装置は、ボタン、マイクロホン、スピーカ、他のコンポーネント、等の入力
／出力コンポーネントも有している。これら入力／出力コンポーネントの操作を許すため
に従来装置のハウジングには、通常、開口が形成される。例えば、装置ハウジングにはス
ピーカ及びマイクロホンポートを収容するための開口が形成され、又、ディスプレイカバ
ーガラス層にはスピーカポート及びメニューボタンを収容するための開口が形成される。
【０００５】
　入力／出力コンポーネントを収容するためにこれらの開口を含ませることは、望ましい
ことではない。例えば、開口の存在は、審美的な魅力に欠け、環境への露出からダメージ
のおそれが高まり、そしてユーザに画像を表示するのに利用できるアクティブな表示エリ
アの量を減少させ得る。
【０００６】
　多くの場合、これら入力／出力コンポーネントをマウントするのに利用できる占有面積
が非常に僅かである。例えば、入力／出力コンポーネントは、多くの場合、ディスプレイ
のインアクティブな部分の下か又は電子装置ハウジングの側壁内にマウントされる。
【０００７】
　スピーカのような入力／出力コンポーネントのサイズ及び個数は、それらの位置に利用
できるスペースの量により制限される。例えば、従来の装置では、ディスプレイのインア
クティブな部分の下に単一のスピーカがマウントされる。そのようなスピーカのサイズ及
びクオリティは、ディスプレイのインアクティブな部分にスペースがないことにより制限
される。更に、ディスプレイのインアクティブな部分にスピーカをマウントすることで、
ディスプレイのインアクティブな部分に望ましからぬ巾が付加される。
【０００８】
　平坦なカバーガラス層をもつ装置は、落下時に表面にスクラッチ及びダメージが生じる
傾向がある。ユーザは、保護ケースを使用すれば、落下事故からスクラッチ及びダメージ
を最小にすることができる。しかしながら、保護ケースは、多くのユーザにとって不便で
あり又は審美的な魅力に欠ける。
【０００９】
　多くの場合、最小サイズのポータブル装置を生産することが望まれる。ポータブル電子
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装置のユーザは、厚い装置より薄い装置の方が望ましいことを知っている。コンパクトな
ポータブル装置に時々凸状のハウジング形状が与えられる。凸状のハウジング形状は、ユ
ーザにとって審美的に満足なスマートな薄い見掛けを保ちながら、装置の内部容積を増加
する。
【００１０】
　凸状ハウジングをもつコンパクトなポータブル装置は、ディスプレイを有する。従来の
構成では、ディスプレイは、フラットであり、従って、ディスプレイ以外の装置の部分の
みが凸状である。これは、装置の内部容積を制限し、その見掛けを悪くする。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　それ故、改良された電子装置を提供できることが望まれる。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　電子装置には、フレキシブルディスプレイが設けられる。このフレキシブルディスプレ
イは、１つ以上のフレキシブルな層より成り、そしてカバー層の上又は下にマウントされ
る。例えば、フレキシブルディスプレイは、堅牢な支持部材の上部にマウントされるか、
又は堅牢なカバー層の下面にマウントされる。
【００１３】
　又、電子装置には、ユーザインターフェイスコンポーネント（入力／出力コンポーネン
ト）、例えば、ボタン、マイクロホン、スピーカ、圧電アクチュエータ（ユーザからの電
気的入力又はユーザへの触覚フィードバックを受け取るための）、又は他のアクチュエー
タ、例えば、バイブレータ、圧力センサ、及び他のコンポーネントも設けられる。これら
のコンポーネントは、フレキシブルディスプレイの部分の下にマウントされる。
【００１４】
　電子装置の動作中に、ディスプレイのフレキシビリティのために、ユーザは、ディスプ
レイを通してコンポーネントと相互作用することができる。例えば、スピーカからの音波
又は電子装置のアクチュエータからの局所的な振動がフレキシブルディスプレイを通過す
る。又、フレキシブルディスプレイは、内部マイクロホン、圧力センサ或いは力センサ（
又は他の内部コンポーネント）で外部入力を受け取れるようにする。例えば、ユーザは、
指又は他の外部物体を使用してフレキシブルディスプレイをそらせることができ、フレキ
シブルディスプレイを通して気圧を監視することができ、又はフレキシブルディスプレイ
を通して音波を受信することができる。
【００１５】
　コンポーネントは、フレキシブルディスプレイの物理的に変形された部分（例えば、ユ
ーザがディスクプレイに圧力加えてコンポーネントを圧縮させるときに生じる変形）を通
して入力を受け取り、又は出力を供給する。ある構成では、フレキシブルディスプレイの
一部分が、マイクロホン、スピーカ、圧力センサ又は他の電子的コンポーネントの一部分
を形成する膜として働く。
【００１６】
　フレキシブルディスプレイを変形することによりボタンスイッチのようなコンポーネン
トをユーザが圧縮できることで、視覚ディスプレイとして利用できる装置のエリアを拡大
することができる。例えば、フレキシブルディスプレイのアクティブなエリアは、ボタン
又はスピーカのようなコンポーネントに重畳する。
【００１７】
　必要に応じて、内部コンポーネントによりフレキシブルディスプレイを変形してユーザ
に聴覚又は触覚フィードバックを与えることができる。例えば、電子装置内の構造体をフ
レキシブルディスプレイの部分に対して押し付けて、視覚オンスクリーンボタンの輪郭を
一時的に生成したり、又はキーボード（キーパッド）におけるキーの位置を画成するよう
に働く隆起線の格子を一時的に生成したりすることができる。
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【００１８】
　電子装置には、凹面ディスプレイが設けられる。凹面ディスプレイの周縁部分は、凹面
ディスプレイのくぼんだ中央部分に対して立ち上っている。これは、ディスプレイの中央
部分との接触によるスクラッチ及び他のダメージを減少する上で助けとなる。
【００１９】
　凹面ディスプレイは、１つ以上のフレキシブルディスプレイ層を含み、そしてカバー層
の上部又は下部にマウントされる。例えば、フレキシブルディスプレイ層は、堅牢な支持
部材の上部にマウントされてもよいし、又は堅牢なカバー層の下面にマウントされてもよ
い。
【００２０】
　又、凹面ディスプレイは、フレキシブルディスプレイ層の上部又は下部にタッチセンサ
アレイ層をスタックすることによりタッチ感知能力も含むことができる。フレキシブルデ
ィスプレイ層、タッチ感知層、及び堅牢なカバー層又は堅牢な支持構造体から堅牢な凹面
ディスプレイが形成される。
【００２１】
　カーブしたフレキシブルディスプレイ層から形成された凹面ディスプレイを有する装置
は、電子装置の内部容積の利用率を最大にする上で助けとなる。
【００２２】
　電子装置には、凸面ディスプレイが設けられる。凸面ディスプレイは、１つ以上のフレ
キシブルディスプレイ層を含み、そしてカーブした形状のカバー層の上部又は下部にマウ
ントされる。例えば、フレキシブルディスプレイ層は、凸面を有する堅牢な支持部材の上
部にマウントされるか、又は堅牢な凸面ディスプレイカバー層の凹状下面にマウントされ
る。
【００２３】
　凸面ディスプレイには、フレキシブルディスプレイ層の上部又は下部にタッチセンサア
レイをスタックすることによりタッチ感知能力が与えられる。フレキシブルディスプレイ
層、タッチ感知層、及び堅牢なカバー層又は支持構造体から、堅牢な凸面ディスプレイが
形成される。
【００２４】
　カーブしたフレキシブルディスプレイ層から形成された凸面ディスプレイを有する装置
は、電子装置の内部容積の利用率を最大にする上で助けとなる。
【００２５】
　カバーガラス層のようなディスプレイカバーがフレキシブルディスプレイ上にマウント
される。フレキシブルディスプレイは、１枚以上のポリマーシートで形成されたフレキシ
ブル構造体を有する有機発光ダイオードディスプレイである。フレキシブルディスプレイ
は、容量性タッチセンサ電極のアレイを有するタッチセンサ層を含む。
【００２６】
　電子装置には、１つ以上のディスプレイベースのスピーカ構造体がある。ディスプレイ
ベースのスピーカ構造体は、フレキシブルディスプレイの下にマウントされる。フレキシ
ブルディスプレイの部分は、ディスプレイベースのスピーカ構造体のスピーカ膜として使
用される。
【００２７】
　フレキシブルディスプレイは、ユーザに画像を表示するように構成されたアクティブな
エリアを有する。スピーカ膜は、フレキシブルディスプレイのアクティブな部分から形成
される。ディスプレイベースのスピーカ構造体は、電子装置の回路から電気的な音声信号
入力を受信するトランスジューサにより駆動される。圧電トランスジューサ、又はコイル
や磁石から形成されるトランスジューサを使用して、ディスプレイベースのスピーカ構造
体を駆動してもよい。
【００２８】
　スピーカ膜として使用されるフレキシブルディスプレイの一部分を補剛するために補剛
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構造体が使用される。補剛構造体は、補剛材料シート間に介在される発泡層から形成され
る。補剛構造体は、スピーカ膜がトランスジューサに正確に応答できるようにする硬くて
軽量の支持構造体を形成する。
【００２９】
　ディスプレイベースのスピーカ構造体を周囲のハウジング構造体に取り付けるために懸
架構造体が使用される。この懸架構造体は、スピーカ構造体と、周囲のハウジング構造体
との間の柔軟なインターフェイスを形成する。懸架構造体は、スピーカ構造体の横方向の
動きを禁止しながら、スピーカの動作中にスピーカ構造体を振動できるようにする。
【００３０】
　スピーカ構造体は、望ましい周波数応答を達成するように構成される。スピーカ構造体
がマウントされる電子装置ハウジングには、スピーカ周波数応答をチューニングするため
に音響ポートが設けられる。スピーカに使用されるトランスジューサの形式は、スピーカ
周波数応答をチューニングするように選択される。スピーカの体積及びスピーカの質量に
影響する内部装置コンポーネントのサイズ及び配置も、スピーカ周波数応答をチューニン
グするように選択される。
【００３１】
　電子装置には、ディスプレイベースのスピーカ構造体のアレイが設けられる。各スピー
カ構造体のスピーカ膜は、関連補剛構造体で補剛される。補剛された各スピーカ膜は、横
方向の振動を吸収し、ひいては、隣接スピーカ間の干渉を防止するように構成されたフレ
キシブルディスプレイのリングにより取り巻かれる。
【００３２】
　本発明の更に別の特徴、その特性及び種々の効果は、添付図面及び好ましい実施形態の
以下の詳細な説明から明らかとなろう。
【図面の簡単な説明】
【００３３】
【図１】本発明の一実施形態によるフレキシブルディスプレイ及び内部コンポーネントを
伴う電子装置を例示する斜視図である。
【図２】本発明の一実施形態によるフレキシブルディスプレイを形成するのに使用される
ディスプレイ層のセットを例示する図である。
【図３】本発明の一実施形態による内部ユーザインターフェイスコンポーネントの付近に
おける電子装置の一部分を例示する断面側面図である。
【図４】本発明の一実施形態によるボタンの付近における電子装置の一部分を例示する断
面側面図である。
【図５】本発明の一実施形態によるボタンの付近における電子装置の一部分の別の実施形
態の断面側面図である。
【図６】本発明の一実施形態によるオーディオコンポーネントの付近における電子装置の
一部分を例示する断面側面図である。
【図７】本発明の一実施形態によるオーディオコンポーネントの付近における電子装置の
一部分の別の実施形態の断面側面図である。
【図８】本発明の一実施形態によるオーディオコンポーネントの付近における電子装置の
一部分の更に別の実施形態の断面側面図である。
【図９】本発明の一実施形態による圧電アクチュエータのようなアクチュエータの付近に
おける電子装置の一部分を例示する断面側面図である。
【図１０】本発明の一実施形態による内部構造コンポーネントの付近における電子装置の
一部分を例示する断面側面図である。
【図１１】本発明の一実施形態による結合内部インターフェイスコンポーネントの付近に
おける電子装置の一部分を例示する断面側面図である。
【図１２】本発明の一実施形態によるフレキシブルディスプレイ及び結合内部インターフ
ェイスコンポーネントを伴う電子装置の一部分の斜視図である。
【図１３】本発明の一実施形態によりアクチュエータ段にマウントされたフレキシブルデ
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ィスプレイ及び結合内部インターフェイスコンポーネントを伴う電子装置の一部分の斜視
図である。
【図１４】本発明の一実施形態によりアクチュエータ段にマウントされた内部構造コンポ
ーネントの付近における電子装置の一部分を例示する断面側面図である。
【図１５】本発明の一実施形態によりアクチュエータにマウントされたカバー及び内部構
造コンポーネントを伴う電子装置の一部分を例示する断面側面図である。
【図１６】本発明の一実施形態による圧力センサに付近における電子装置の一部分を例示
する断面側面図である。
【図１７】本発明の一実施形態による凹面ディスプレイ及びベゼルを伴う電子装置を例示
する斜視図である。
【図１８】本発明の一実施形態により支持構造体の凹面形状に合致するフレキシブルディ
スプレイ層を伴う凹面ディスプレイを有する電子装置の断面側面図である。
【図１９】本発明の一実施形態により接着剤層により接合されたカバー層及びフレキシブ
ルディスプレイ層を有する電子装置の一部分を例示する断面側面図である。
【図２０】本発明の一実施形態により接着剤層により接合されたフレキシブルディスプレ
イ層、フレキシブルタッチ感知層及びカバー層を有する電子装置の一部分を例示する断面
側面図である。
【図２１】本発明の一実施形態により落下面から装置を保護するように選択された曲率半
径をもつ凹面ディスプレイを有する電子装置を例示する断面側面図である。
【図２２】本発明の一実施形態によりハウジング構造体から形成されたベゼル及び凸面デ
ィスプレイを伴う電子装置を例示する斜視図である。
【図２３】本発明の一実施形態による凸面ディスプレイ及び内部コンポーネントを伴う電
子装置を例示する断面側面図である。
【図２４】本発明の一実施形態により支持構造体に合致するフレキシブルディスプレイ層
を伴う凸面ディスプレイを有する電子装置の一部分を例示する断面側面図である。
【図２５】本発明の一実施形態により接着剤層により接合された凸面カバー層及びフレキ
シブルディスプレイ層を有する電子装置の一部分を例示する断面側面図である。
【図２６】本発明の一実施形態により接着剤層により接合されたフレキシブルディスプレ
イ層、タッチ感知層及び凸面カバー層を有する電子装置の一部分を例示する断面側面図で
ある。
【図２７】本発明の一実施形態により装置の内部容積を使用するように構成されたコネク
タポート及び凸面ディスプレイを有する電子装置を例示する断面斜視図である。
【図２８】本発明の一実施形態による凸面ディスプレイ及び内部コンポーネントを有する
電子装置を例示する断面斜視図である。
【図２９】本発明の一実施形態により凸面ディスプレイによって実質的に取り巻かれた電
子装置を例示する断面側面図である。
【図３０】本発明の一実施形態によるディスプレイ及び１つ以上のスピーカ構造体を有す
るポータブルコンピュータのような電子装置を例示する図である。
【図３１】本発明の一実施形態によるディスプレイ及び１つ以上のスピーカ構造体を有す
るセルラー電話又は他のハンドヘルド装置のような電子装置を例示する図である。
【図３２】本発明の一実施形態によるディスプレイ及び１つ以上のスピーカ構造体を有す
るタブレットコンピュータのような電子装置を例示する図である。
【図３３】本発明の一実施形態によるディスプレイ及び１つ以上のスピーカ構造体を有す
る内蔵コンピュータを伴うコンピュータモニタのような電子装置を例示する図である。
【図３４】本発明の一実施形態によりフレキシブルディスプレイを形成するのに使用され
るディスプレイ層のセットを例示する図である。
【図３５】本発明の一実施形態により有機発光ダイオードディスプレイを形成するのに使
用されるディスプレイ層のセットを例示する図である。
【図３６】本発明の一実施形態によりフレキシブルディスプレイがスピーカ構造体の一部
分を形成する電子装置の一部分を例示する断面側面図である。



(14) JP 2017-194975 A 2017.10.26

10

20

30

40

50

【図３７】本発明の一実施形態によりフレキシブルディスプレイがスピーカ構造体の一部
分を形成する電子装置の一部分を例示する断面側面図である。
【図３８】本発明の一実施形態によりフレキシブルディスプレイがスピーカ構造体の一部
分を形成する電子装置の一部分を例示する断面側面図である。
【図３９】本発明の一実施形態によりスピーカ開口をもつカバー層を有する図３８に示す
形式の電子装置を例示する斜視図である。
【図４０】本発明の一実施形態によりフレキシブルディスプレイが支持構造体で補剛され
た電子装置の一部分を例示する断面側面図である。
【図４１】本発明の一実施形態によるカーブした支持構造体をもつカーブしたフレキシブ
ルディスプレイを有する電子装置の一部分を例示する断面側面図である。
【図４２】本発明の一実施形態によりフレキシブルディスプレイが単一スピーカ構造体の
一部分を形成する電子装置の一部分を例示する断面側面図である。
【図４３】本発明の一実施形態によりフレキシブルディスプレイがスピーカ構造体のアレ
イの一部分を形成する電子装置の一部分を例示する断面側面図である。
【図４４】本発明の一実施形態によりスピーカ構造体のアレイの一部分を形成するフレキ
シブルディスプレイを有する図４３に示す形式の電子装置を例示する下面図である。
【発明を実施するための形態】
【００３４】
　電子装置にはフレキシブルディスプレイが設けられる。フレキシブルディスプレイは、
１つ以上のフレキシブルな層を含む。必要に応じて、フレキシブルディスプレイは、フレ
キシブルな又は堅牢なディスプレイカバー層を含む。
【００３５】
　ある構成において、電子装置には、フレキシブルディスプレイと、このフレキシブルデ
ィスプレイの後方に位置され、又はそれに当接され、又はそれに一体化されたユーザイン
ターフェイスコンポーネントとが設けられる。図１ないし１６は、ユーザインターフェイ
スコンポーネントがフレキシブルディスプレイの後方に位置され、又はそれに当接され、
又はそれに一体化される構成の実施例を示す。
【００３６】
　ある構成において、電子装置には、１つ以上のフレキシブルディスプレイ層を有する凹
面ディスプレイが設けられる。図１、２及び１７－２１は、１つ以上のフレキシブルディ
スプレイ層を有する凹面ディスプレイが電子装置に設けられた構成の実施例を示す。
【００３７】
　ある構成において、電子装置には、１つ以上のフレキシブルディスプレイ層を有する凸
面ディスプレイが設けられる。図１、２及び２２－２９は、１つ以上のフレキシブルディ
スプレイ層を有する凸面ディスプレイが電子装置に設けられた構成の実施例を示す。
【００３８】
　ある構成において、フレキシブルディスプレイの一部分は、スピーカ、マイクロホン、
レーザマイクロホン又は圧力センサのような電子コンポーネントの膜構造体を形成する。
図３０－４４は、フレキシブルディスプレイの一部分が電子コンポーネントの膜構造体を
形成する構成の実施例を示す。
【００３９】
　図１－１６の実施例に示すように、電子装置には、フレキシブルディスプレイ及びユー
ザインターフェイスコンポーネントが設けられる。ユーザインターフェイスコンポーネン
トは、ボタン；スイッチ；マイクロホン；ソレノイド、モータ及び圧電アクチュエータの
ようなアクチュエータ；コネクタポート；タッチスクリーン；接近センサ；及びユーザや
周囲環境から入力を受け容れ或いはそこに情報を伝送するための他のコンポーネント；を
含む。
【００４０】
　フレキシブルディスプレイは、フレキシブルディスプレイ層（例えば、フレキシブルな
有機発光ダイオードアレイ）、フレキシブルタッチ感知層（例えば、容量性タッチセンサ
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のための透明なキャパシタ電極のアレイをもつポリマーシート）、フレキシブル基板層、
等のフレキシブルな層から形成される。これらのフレキシブルな層は、必要に応じて、フ
レキシブルな又は堅牢なカバー層（カバーガラスとも称される）によりカバーされるか、
或いは支持構造体（例えば、フレキシブルな層の下面の堅牢な支持構造体）によって支持
される。堅牢なカバー層でカバーされるフレキシブルディスプレイを伴う電子装置では、
ユーザインターフェイス装置の付近でディスプレイのフレキシブルな層へのアクセスを与
える開口がカバー層に設けられる。例えば、カバーガラス層は、カバーガラス層に対して
ボタン部材を移動できるようにする開口を有する。ボタン部材が開口内で移動するとき、
その下のフレキシブルディスプレイの部分が変形される（例えば、関連スイッチのアクシ
ョンを許すために）。
【００４１】
　ユーザに視覚情報を表示するのに利用できるフレキシブルディスプレイの部分のエリア
を最大にするために、ユーザインターフェイスコンポーネントは、フレキシブルディスプ
レイの後方に位置され、又はそれに当接され、又はそれに一体化される。フレキシブルデ
ィスプレイの変形可能な性質は、ディスプレイをユーザインターフェイスコンポーネント
と接触させるように移動するか、又はディスプレイを局所的に撓ませることができるよう
にすることにより（例えば、音声がフレキシブルディスプレイを通過できるようにするか
又は外部環境の気圧測定を内部圧力センサで行えるようにするために）、ユーザがユーザ
インターフェイスコンポーネント（入力／出力コンポーネント）と相互作用できるように
する。必要に応じて、フレキシブルディスプレイの一部分は、電気的コンポーネントの膜
部分を形成する。フレキシブルディスプレイの一部分から形成される膜が設けられたコン
ポーネントは、マイクロホン、レーザマイクロホン、圧力センサ、スピーカ、等を含む。
【００４２】
　フレキシブルディスプレイが設けられた形式の電子装置が図１に例示されている。この
電子装置１０は、ポータブル電子装置であるか又は他の適当な電子装置である。例えば、
電子装置１０は、ラップトップコンピュータ、タブレットコンピュータ、腕時計装置、ペ
ンダント装置、或いは他の着用可能又は小型装置のような若干小さな装置、セルラー電話
、メディアプレーヤ、等である。
【００４３】
　装置１０は、ハウジング１２のようなハウジングを備えている。時々ケースとも称され
るハウジング１２は、プラスチック、ガラス、セラミック、ファイバー複合物、金属（例
えば、ステンレススチール、アルミニウム、等）、他の適当な材料、或いはそれら材料の
組み合わせで形成される。ある状況において、ハウジング１２の部分は、誘電体又は他の
低導電率材料で形成される。他の状況において、ハウジング１２、又はハウジング１２を
形成する構造体の少なくとも幾つかは、金属要素から形成される。
【００４４】
　装置１０は、フレキシブルディスプレイ１４のようなフレキシブルディスプレイを有す
る。フレキシブルディスプレイ１４は、複数の材料層から形成される。それらの層は、容
量性タッチセンサアレイを形成するためにインジウム・スズ酸化物（ＩＴＯ）電極又は他
の適当な透明電極のパターンが堆積される層のようなタッチセンサ層を含む。又、それら
の層は、ディスプレイピクセルのアレイを収容する層も含む。タッチセンサ層及びディス
プレイ層は、（一例として）厚みが１０ミクロンないし０．５ｍｍ又は他の適当な厚みの
フレキシブルなポリマーシート又は他の基板を使用して形成される。
【００４５】
　ディスプレイピクセルアレイは、例えば、有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）アレイであ
る。他の形式のフレキシブルディスプレイピクセルアレイが形成されてもよい（例えば、
電子インクディスプレイ、等）。ここでは、一例として、ＯＬＥＤ技術を使用してフレキ
シブルディスプレイ１４を形成することを説明する。しかしながら、これは、単なる例示
に過ぎない。フレキシブルディスプレイ１４は、適当なフレキシブルディスプレイ技術を
使用して形成される。ＯＬＥＤ技術に基づくフレキシブルディスプレイの使用は、単なる
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例示に過ぎない。
【００４６】
　これらの機能的ディスプレイ層（即ち、ＯＬＥＤアレイ及び任意のタッチセンサアレイ
）に加えて、ディスプレイ１４は、１つ以上の構造層を含む。例えば、ディスプレイ１４
は、フレキシブルな又は堅牢なカバー層で覆われ、及び／又は支持構造体（例えば、堅牢
な支持体）にマウントされる。接着剤の層は、フレキシブルディスプレイ層を互いに取り
付けるのに使用されると共に、フレキシブルディスプレイ層を堅牢な及びフレキシブルな
構造層にマウントするのに使用される。
【００４７】
　ディスプレイ１４のカバー層がフレキシブルであるようなディスプレイ１４の構成では
、フレキシブルな層の存在に依存する入力／出力コンポーネントが、ディスプレイの下の
適当な位置にマウントされる（例えば、ディスプレイの周辺部分に沿って、ディスプレイ
の中央部分に、等々）。フレキシブルな層が堅牢なカバーガラス層又は他の堅牢なカバー
層により覆われるようなディスプレイ１４の構成では、堅牢な層に１つ以上の開口が設け
られると共に、電子コンポーネントが開口の下にマウントされる。例えば、堅牢なカバー
層は、ボタン１７のための円形開口１６のような開口、及び（例えば、ユーザのイヤホン
のための）スピーカポート開口１８のようなスピーカポート開口を有する。又、装置１０
は、他の開口を有してもよい（例えば、ボリュームボタン、リンガーボタン、スリープボ
タン及び他のボタンを収容するためのディスプレイ１４及び／又はハウジング１２の開口
や、オーディオジャック、データポートコネクタ、除去可能なメディアスロット、等のた
めの開口）。
【００４８】
　ある実施形態では、周辺領域２０Ｉのようなフレキシブルディスプレイ１４の部分は、
インアクティブであり、そして長方形の中央部分２０Ａのようなディスプレイ１４の部分
（破線２０で境界定めされた）は、ディスプレイ１４のアクティブな部分に対応する。ア
クティブなディスプレイ領域２０Ａでは、画像ピクセルのアレイを使用して、装置１０の
ユーザにテキスト及び画像を提示する。アクティブな領域２０Ａでは、ディスプレイ１４
は、装置１０のユーザとの相互作用及び入力のためのタッチ感知コンポーネントを含む。
必要に応じて、図１の領域２０Ｉ及び２０Ａのような両領域に、ディスプレイピクセルが
設けられる（即ち、装置１０のような装置の全体的に平坦な前面の全部又は実質的に全部
がディスプレイピクセルで覆われる）。
【００４９】
　装置１０は、必要に応じて、フレキシブルディスプレイ１４の任意の堅牢なカバー層に
各々ある開口１６及び１８のような開口を占有するボタン１７又はスピーカコンポーネン
ト１９のような内部ユーザインターフェイスコンポーネントを有する。ボタン１７は、ド
ームスイッチ又は他のスイッチ回路に基づく。又、ボタン１７は、プッシュボタン（例え
ば、瞬時ボタン）、スライダースイッチ、ロッカースイッチ、等を形成するボタン部材を
含む。装置１０は、フレキシブルディスプレイ１４の一部分に立ち上った構造部を追加す
る構造コンポーネント２２のような内部構造コンポーネントを含む。装置１０は、インタ
ーフェイスコンポーネント２４及び２６のようなコンポーネントを含み、これは、完全に
装置１０の内部にあるが、ユーザから又は周囲環境からフレキシブルディスプレイ１４と
の物理的相互作用を通して入力を受け取る。インターフェイスコンポーネント２２、２４
及び２６は、フレキシブルディスプレイ１４のアクティブな領域２０Ａ又はインアクティ
ブな領域２０Ｉに配置される。インターフェイスコンポーネント２２、２４及び２６は、
互いに別々に配置されてもよいし、又は構造的特徴及び内部特徴をもつ合成コンポーネン
トを形成するように共通に配置されてもよい。インターフェイスコンポーネント２４及び
２６は、フレキシブルディスプレイ１４の下に位置されて、コンポーネント２４又は２６
と接触するにはフレキシブルディスプレイ１４を変形しなければならないようにしてもよ
いし、又は必要に応じて、フレキシブルディスプレイ１４と常時接触状態のままにするよ
うに配置されてもよい。
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【００５０】
　例示的ディスプレイの分解斜視図が図２に示されている。図２に示すように、フレキシ
ブルディスプレイ１４は、フレキシブルディスプレイ層１４Ａ、タッチ感知層１４Ｂ及び
カバー層１４Ｃを含む複数の層をスタックすることにより形成される。又、フレキシブル
ディスプレイ１４は、接着剤層、光学的フィルム又は他の適当な層のような他の材料層も
含む。フレキシブルディスプレイ層１４は、発光ダイオード（ＬＥＤ）、有機ＬＥＤ（Ｏ
ＬＥＤ）、プラズマセル、電子インク要素、液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）コンポーネント
、又はフレキシブルディスプレイに適合する他の適当な画像ピクセル構造体から形成され
た画像ピクセルを含む。
【００５１】
　タッチ感知層１４Ｂは、水平透明電極３２及び垂直透明電極３４のような容量性タッチ
電極を合体している。タッチ感知層１４Ｂは、一般的に、該タッチ感知層１４Ｂにおける
１つ以上のタッチ又は近タッチ(near touch)の位置を、容量性、抵抗性、光学的、音響的
、誘導性又は機械的測定に基づいて、或いは１つ以上のタッチ、又はタッチ感知層１４Ｂ
付近の近タッチの発生に対して測定できる現象に基づいて、検出するように構成される。
【００５２】
　検出されたタッチの測定値を処理して、１つ以上のジェスチャーを識別し追跡するため
にソフトウェア及び／又はハードウェアが使用される。ジェスチャーとは、タッチ感知層
１４Ｂ上の静止又は非静止の、単一又は複数の、タッチ又は近タッチに対応する。ジェス
チャーは、１つ以上の指又は他の物体をタッチ感知層１４Ｂ上で特定の仕方で移動するこ
とにより遂行され、例えば、タッピング(tapping)、プレッシング(pressing)、ロッキン
グ(rocking)、スクラビング(scrubbing)、ツイスティング(twisting)、方向転換、変化す
る圧力でのプレッシング、等を本質的に同時に、切れ目なく、又は連続的に行うことで遂
行される。ジェスチャーは、１つ以上の他の指との又はそれらの間でのピンチング(pinch
ing)、スライディング、スワイピング、回転、撓み、ドラグ、又はタッピング運動により
特徴付けられるが、それらに限定されない。単一のジェスチャーが、片手又は両手、１人
以上のユーザ、又はその組み合わせで遂行されてもよい。
【００５３】
　カバー層１４Ｃは、プラスチック又はガラス（時々ディスプレイカバーガラスとも称さ
れる）から形成され、フレキシブルなものでも堅牢なものでもよい。必要に応じて、カバ
ー層１４Ｃの周辺インアクティブ部分２０Ｉの内面には、ブラックインクのような不透明
なマスキング層が設けられる。
【００５４】
　タッチ感知フレキシブルディスプレイ区分１４ＡＢは、ディスプレイピクセルアレイ層
１４Ａ及び任意のタッチセンサ層１４Ｂから形成される。
【００５５】
　図３は、内部ユーザインターフェイスコンポーネント２４の付近におけるフレキシブル
ディスプレイ１４の一部分の断面側面図である。フレキシブルディスプレイ１４は、圧力
下ではその自然の形状から変形される。例えば、フレキシブルディスプレイ１４は、方向
４０にユーザが及ぼす圧力により又は他の外力により変形される。図３に示すように、方
向４０の圧力は、フレキシブルディスプレイ１４を破線４４で示すように変形させる。内
部コンポーネント２４は、フレキシブルディスプレイ１４の変形により入力を受け取るよ
うに構成される。又、内部コンポーネント２４は、方向４２に一時的な戻り（回復）圧力
も与える。
【００５６】
　方向４２の圧力は、フレキシブルディスプレイ１４を、破線４６で示すように装置１０
の外方に一時的に変形させる。方向４２の圧力は、必要に応じて、装置１０のユーザに対
してディスプレイ１４の表面に望ましい触覚感触を与えるようにディスプレイ１４を変形
させる内部アクチュエータによって形成される。フレキシブルディスプレイ１４は、破線
４４で示された変形に続いて、その自然の形状に戻るまで、破線４６で示すように装置１
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０の外方にフレキシブルディスプレイを一時的に変形させる自然の弾力性を有する。内部
コンポーネント２４は、ボタン；モータ、ソレノイド、バイブレータ又は圧電アクチュエ
ータのようなアクチュエータ；圧力センサ；マイクロホン又はスピーカのようなオーディ
オコンポーネント；或いは他のコンポーネントである。ディスプレイ１４は、フレキシブ
ルであるから、それらのコンポーネントは、ディスプレイ１４により覆われても効率的に
動作できる。例えば、マイクロホン及びスピーカのようなオーディオコンポーネントは、
フレキシブルディスプレイ１４を通して音声を受信及び送信する。気圧センサ又は力セン
サも、フレキシブルディスプレイ１４を通して入力を受け取る。アクチュエータのような
コンポーネントは、フレキシブルディスプレイの表面上の立ち上った隆起部又は他の外部
特徴部を一時的に生成するのに使用される（例えば、オンスクリーンボタン又はボタンの
グループがどこに位置されているかユーザに指示するために）。コンポーネント２４がマ
ウントされるところのディスプレイ１４の部分は、アクティブ（即ち、ＯＬＥＤピクセル
又は他のディスプレイピクセルを収容するディスプレイの部分）でもよいし、又はインア
クティブ（即ち、アクティブ領域の外側のディスプレイの周囲部分）でもよい。
【００５７】
　図４は、装置１０のボタン１７の付近における装置１０の一部分の断面側面図である。
図４に示すように、ボタン１７は、カバー層１４Ｃの開口１６内で往復運動するボタン部
材５２のようなボタン部材を有する。ユーザがボタン部材５２の外部を方向５８に押圧し
たとき、ボタン部材５２は、タッチ感知フレキシブルディスプレイ区分（層）１４ＡＢを
押し付ける。タッチ感知フレキシブルディスプレイ区分１４ＡＢは、変形されて、ドーム
スイッチ５６のようなドームスイッチ又は他のスイッチメカニズムを押圧し、スイッチを
作動する（例えば、内部スイッチ端子を一緒に短絡してスイッチを閉じる）。ドームスイ
ッチ５６のようなドームスイッチは、必要に応じて、プリント回路５４のようなプリント
回路にマウントされる。ドームスイッチ５６は、ユーザがボタン部材５２から圧力を解放
したときにタッチ感知フレキシブルディスプレイ区分１４ＡＢを方向６０に外方にプッシ
ュするドーム状バイアス部材を有する。ドームスイッチ５４及びプリント回路５４は、フ
レキシブルディスプレイ１４の後方で支持構造体５０のような支持構造体に凹設される。
必要に応じて、スプリングバイアス式のバイアス部材や、ボタン部材５２のようなボタン
部材をバイアスする他のバイアス構造体を伴うスイッチのような、他の形式のスイッチも
使用できる。ドーム状バイアス構造体を伴うドームスイッチの使用は、単なる例示に過ぎ
ない。
【００５８】
　図５は、装置１０のボタン１７の付近における装置１０の一部分の断面側面図である。
図５の実施形態は、フレキシブルディスプレイ１４のカバー層１４Ｃが堅牢なカバー層で
はなく、フレキシブルなカバー層であるという点で、図４の実施形態とは異なる。フレキ
シブルディスプレイ１４がフレキシブルなカバー層１４Ｃを含むような実施形態では、ボ
タン１７は、ドームスイッチ５６及びプリント回路５４を含む。図５の実施形態では、ユ
ーザは、フレキシブルディスプレイ１４の外部を方向５８に押し付ける。フレキシブルデ
ィスプレイ１４が変形して、ドームスイッチ５６又は他のスイッチメカニズムを押圧し、
それにより、スイッチをアクチベートさせる。図４と同様に、ドームスイッチ５６のよう
なドームスイッチは、必要に応じて、プリント回路５４のようなプリント回路にマウント
される。ドームスイッチ５６は、ユーザがボタン部材５２から圧力を解放したときにフレ
キシブルディスプレイ１４を方向６０に外方にプッシュするドーム状バイアス部材を有す
る。ドームスイッチ５４及びプリント回路５４は、フレキシブルディスプレイ１４の後方
で支持構造体５０にマウントされる。他の形式のスイッチは、スプリングバイアス式のバ
イアス部材又は他のバイアス構造体を使用して、ボタン部材５２のようなボタン部材をバ
イアスする。ドーム状バイアス構造体を伴うドームスイッチの使用は、単なる例示に過ぎ
ない。
【００５９】
　ボタン１７にアクセスするための開口をフレキシブルディスプレイ１４に必要とせずに
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装置１０にフレキシブルディスプレイ１４を設けることで、フレキシブルディスプレイ１
４は、中断なくボタン１７の上に延びることができる。図４及び図５の両構成において、
ボタンに重畳するフレキシブルディスプレイの部分は、アクティブなディスプレイ部分で
もよいし、又はインアクティブなディスプレイ部分でもよい。アクティブなディスプレイ
部分がボタン及び他のコンポーネントに重畳するように構成されるときには、一般的に、
アクティブなディスプレイ部分としてより多くのエリアを利用できる。ボタン１７（又は
他のコンポーネント）の上にフレキシブルディスプレイ１４が存在することで、装置１０
の内部に水分や埃が入り込むおそれが減少する。
【００６０】
　図６は、オーディオコンポーネント１９の付近における装置１０の一部分の断面側面図
である。オーディオコンポーネント１９は、フレキシブルディスプレイ１４の後方でシャ
ーシ５０に凹設される。オーディオコンポーネント１９は、装置１０のユーザに音響を与
えるためのスピーカであるか、或いはユーザ又は外部環境から入力を受け取るためのマイ
クロホンである。図６に示す実施形態では、音響がフレキシブルディスプレイ１４を通し
てマイクロホンへ又はスピーカから伝送される。オーディオコンポーネント１９に重畳す
るフレキシブルディスプレイ１４の部分は、アクティブでもよいし又はインアクティブで
もよい。コンポーネント１９がディスプレイ１４のアクティブなエリアの一部分で覆われ
る構成は、フレキシブルディスプレイ１４のアクティブな領域２０Ａのサイズを増加でき
るようにする。オーディオコンポーネント１９の上にフレキシブルディスプレイ１４が存
在することは、装置１０の内部に水分又は埃が入り込むおそれを低下させる。
【００６１】
　図７は、オーディオコンポーネント１９の別の実施形態の付近における装置１０の一部
分の断面側面図である。図７に示す実施形態では、オーディオコンポーネント１９は、ダ
イアフラム７０のようなダイアフラムを収容するスピーカ又はマイクロホンである。ダイ
アフラム７０は、フレキシブルディスプレイ１４の下面に取り付けられる個別の構造体か
ら形成されるか、又はフレキシブルディスプレイ１４の一部分から形成される。図６に示
す実施形態と同様に、オーディオコンポーネント１９は、支持構造体５０内にマウントさ
れる。オーディオコンポーネント１９は、磁石７４のような磁石と、電流が流れるコイル
７２のようなコイルとを含む。オーディオコンポーネント１９がスピーカである場合には
、コイル７２に電流が流れて、ダイアフラム７０に運動を誘起し、それにより、フレキシ
ブルディスプレイ１４を通して音声を放射させる。オーディオコンポーネント１９がマイ
クロホンである場合には、装置１０の外部から発生する音波がフレキシブルディスプレイ
１４に振動を誘起し、この振動がダイアフラム７０へ伝達され、最終的に、コイル７２へ
伝達されて、電流が誘起される。コイル７２に発生した電流は、装置１０へ音声情報を送
信するのに使用される。ダイアフラム７０は、フレキシブルディスプレイ１４に接触する
個別の部材でもよいし、又はフレキシブルディスプレイ１４の一体的部分でもよい。
【００６２】
　図８は、オーディオコンポーネント１９の別の考えられる実施形態の付近における装置
１０の一部分の断面側面図である。図８に示すように、オーディオコンポーネント１９は
、装置１０の外部で発生した音声によりフレキシブルディスプレイ１４に誘起される振動
を使用して、装置１０へ伝送される信号を発生するレーザマイクロホンである。図８に示
すように、オーディオコンポーネント１９は、支持構造体５０に凹設される。オーディオ
コンポーネント１９は、レーザコンポーネント８０のような発光コンポーネントを含む。
レーザコンポーネント８０は、フレキシブルディスプレイ１４の方向にレーザビーム８４
のようなレーザビームを放射する。レーザビーム８４は、フレキシブルディスプレイ１４
で反射し、そして反射したレーザビーム８６のような反射レーザビームは、レーザ吸収コ
ンポーネント８２によって吸収される。
【００６３】
　レーザビーム８４及び反射レーザビーム８６は、レーザ８０及び光感知素子８２と組み
合わせて使用されて、フレキシブルディスプレイ１４からコンポーネント８０及びコンポ
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ーネント８２への距離８８の変化を監視する。装置１０の外部で発生する音波は、フレキ
シブルディスプレイ１４に振動を誘起し、距離８８を振動させる。距離８８の振動は、装
置１０により音響関連情報に変換される。
【００６４】
　図９は、図１のコンポーネント２２のようなコンポーネントの付近における装置１０の
一部分の断面側面図である。図９に示す実施形態では、コンポーネント２２は、圧電（ア
クチュエータ９０）のようなアクチュエータを含む。圧電アクチュエータ９０のような圧
電アクチュエータは、印加される制御電圧に応答して形状（例えば、厚み）が変化し、そ
して圧縮時に出力電圧を発生する（即ち、アクチュエータ９０の圧電素子は、制御可能な
アクチュエータとして働くのに加えて力センサとして働くことができる）。装置１０のユ
ーザは、フレキシブルディスプレイ１４に方向９２の力を作用させる。フレキシブルディ
スプレイ１４が変形されて、圧電素子９０又は他の力センサに機械的圧力を作用させて、
電圧を誘起し、それが装置１０へ伝送される。逆に、圧電アクチュエータ９０は、装置１
０のユーザに触覚フィードバックを与えるのに使用されてもよい。圧電アクチュエータ９
０の表面に印加される電圧差は、圧電アクチュエータ９０の膨張を誘起する。次いで、圧
電アクチュエータ９０は、フレキシブルディスプレイ１４を方向９４に変形させて、装置
１０のユーザに触覚フィードバックを与える。
【００６５】
　図１０は、装置１０の構造コンポーネント２２の付近における装置１０の一部分の断面
側面図である。構造コンポーネント２２は、フレキシブルディスプレイ１４に変形１０２
のような永久的な変形を生じさせて、ディスプレイ１４におけるタッチ感知層１４Ｂの一
部分１０１の位置を装置１０のユーザに指示する。部分１０１は、例えば、フレキシブル
ディスプレイ１４に表示されるバーチャルキーパッド（キーボード）における文字キー又
は他のボタンである。ディスプレイ１４に関連したタッチセンサアレイは、ユーザ入力を
収集するのに使用される（即ち、タッチセンサアレイは、ユーザが部分１０１に関連した
バーチャルキーをいつ押圧したか決定するのに使用される）。又、部分１０１の位置は、
フレキシブルディスプレイ１４における関連ディスプレイピクセルを使用して視覚的に指
示される。時々、ユーザは、フレキシブルディスプレイ１４を見る必要なく、部分１０１
を探索できることを希望する。構造コンポーネント２２を使用して部分１０１の付近でフ
レキシブルディスプレイ１４を変形することで、ユーザは、視覚上の助けなしに部分１０
１を探索することができる。構造コンポーネント２２は、タッチ感知層１４Ｂの単一部分
１０１の位置を指示する分離されたコンポーネントでもよいし、又は部分１０１のアレイ
の位置を指示するコンポーネント２２のアレイの１つでもよい（例えば、ディスプレイ１
４に表示されるバーチャルキーパッドにおける文字、数字及び記号キーのアレイ）。構造
コンポーネント２２は、支持構造体５０にマウントされた個別コンポーネントでもよいし
、又は支持構造体５０の一体的部分でもよい。
【００６６】
　図１１は、コンポーネント１００のようなハイブリッドコンポーネントの付近における
装置１０の一部分の断面側面図である。コンポーネント１００は、内部コンポーネント２
４のような内部インターフェイスコンポーネント、及び構造コンポーネント２２のような
構造コンポーネントの両方を含む。構造コンポーネント２２は、内部コンポーネント２４
の付近においてフレキシブルディスプレイ１４に変形１０２のような永久的な変形を生じ
させ、内部コンポーネント２４の位置を装置１０のユーザに指示する。装置１０のユーザ
と内部コンポーネント２４との間にフレキシブルディスプレイ１４が存在することは、内
部インターフェイスコンポーネント２４の位置を不明瞭にする。インターフェイスコンポ
ーネント２４の位置は、フレキシブルディスプレイ１４にディスプレイピクセルを使用し
て視覚的に指示される。又、構造コンポーネント２２を使用してインターフェイスコンポ
ーネント２４の付近でフレキシブルディスプレイ１４を変形することで、ユーザは視覚上
の助けなしにインターフェイスコンポーネント２４を探索することができる。コンポーネ
ント１００は、タッチ感知層１４Ｂの単一インターフェイスコンポーネント２４の位置を
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指示する分離されたコンポーネントでもよいし、又はインターフェイスコンポーネント２
４のアレイの位置を指示するコンポーネント１００のアレイの１つでもよい。
【００６７】
　図１２は、内部コンポーネント２４がボタン１７のようなボタンである装置１０の実施
形態の斜視図である。図１２の実施形態では、図１１と同様に、コンポーネント１００は
、内部コンポーネント２４及び構造コンポーネント２２（図１１に示す）を含む。図１２
に示すように、フレキシブルディスプレイ１４における変形１０２のような隆起部又は他
の変形は、ボタン１７の位置を指示するのに使用される。
【００６８】
　図１３は、内部コンポーネント２４のような内部インターフェイスコンポーネントと、
アクチュエータ段１１０のようなアクチュエータにマウントされた構造コンポーネント２
２のような構造コンポーネントとを備えたコンポーネント１００のようなハイブリッドコ
ンポーネントの別の例示的実施形態の付近における装置１０の一部分の断面側面図である
。コンポーネント１００は、シャーシ５０に凹設される。アクチュエータ段１１０は、方
向１１２に電気的又は機械的に上昇されて、フレキシブルディスプレイ１４に変形１０２
のような変形を一時的に生じさせる。フレキシブルディスプレイ１４における変形１０２
は、内部インターフェイス装置２４の位置を装置１０のユーザに指示する。アクチュエー
タ段１１０は、方向１１４に電気的又は機械的に下降されて、フレキシブルディスプレイ
１４における変形１０２を除去し、フレキシブルディスプレイ１４をその元の形状に復帰
させる。コンポーネント１００は、タッチ感知層１４Ｂの単一インターフェイスコンポー
ネント２４の位置を指示する分離されたコンポーネントでもよいし、又は各インターフェ
イスコンポーネント２４のアレイの位置を指示するコンポーネント１００のアレイの１つ
でもよい。
【００６９】
　図１４は、構造コンポーネント２２のようなコンポーネントの別の例示的実施形態の付
近における装置１０の一部分の断面側面図である。図１４の構成において、構造コンポー
ネント２２は、アクチュエータ段１１０のようなアクチュエータにマウントされる。装置
１０を動作する幾つかのモードは、装置１０のユーザとの視覚上の相互作用を必要とする
（例えば、画像又はビデオの表示を伴うモード）。これらの視覚モードにおいて、フレキ
シブルディスプレイ１４のタッチ感知層１４Ｂの部分１０１の位置は、フレキシブルディ
スプレイ１４にディスプレイピクセルを使用して視覚的に指示される。
【００７０】
　装置１０の他の動作モードにおいて、装置１０のユーザは、視覚的な助けなしに部分１
０１の位置を決定することを望む。図１４に示す実施形態では、コンポーネント２２は、
支持構造体５０に凹設される。アクチュエータ段１１０は、方向１１２に電気的又は機械
的に上昇されて、構造コンポーネント２２をフレキシブルディスプレイ１４と接触させる
ように移動し、フレキシブルディスプレイ１４に変形１０２のような変形を一時的に生じ
させる。変形１０２は、部分１０１の位置を装置１０のユーザに指示する。触覚相互作用
がもはや必要でないとき（例えば、ビデオ表示モードへスイッチングするとき）、アクチ
ュエータ１１０は、方向１１４に電気的又は機械的に移動されて、構造コンポーネント２
２を下降させ、フレキシブルディスプレイ１４の変形１０２を除去する。
【００７１】
　図１５は、ハウジング１２及びカバー部材１２２を備えた装置１０の実施形態の断面側
面図である。カバー部材１２２は、プラスチック、ガラス、セラミック、ファイバー複合
物、金属（例えば、ステンレススチール、アルミニウム、等）、他の適当な材料、又はそ
れらの材料の組み合わせで形成される。カバー部材１２２は、単一構造体でもよいし、又
は複数のカバー構造体を含んでもよい。装置１０のユーザによるカバー１２２の持ち上げ
を容易にするために、構造コンポーネント２２は、その構造コンポーネント２２を方向１
３４に持ち上げるのに使用されるアクチュエータ１３０に結合される。持ち上げ時に、構
造コンポーネント２２は、フレキシブルディスプレイ１４に変形１０２のような変形を生
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じさせる。フレキシブルディスプレイ１４は、カバー部材１２２に圧力を作用させて、カ
バー部材１２２を方向１３４に持ち上げ、ユーザがカバー部材１２２を把持して、カバー
部材１２２を開位置１４０のような開位置へ持ち上げできるようにする。次いで、アクチ
ュエータ１３０を使用して、構造コンポーネント２２を方向１３２に下降させ、フレキシ
ブルディスプレイ１４をその元の形状に復帰させることができる。アクチュエータ１３０
は、アクチュエータスイッチ１２４を使用してユーザにより発生される制御信号に応答し
てアクチベートされるか、又は他の適当な制御回路からの制御信号によりアクチベートさ
れる。
【００７２】
　図１６は、内部インターフェイスコンポーネント２４の別の例示的実施形態の付近にお
ける装置１０の一部分の断面側面図である。図１６に示す実施形態では、インターフェイ
スコンポーネント２４は、圧力感知モジュール１４０を含む圧力センサである。圧力感知
モジュール１４０は、接触部材１４２のような接触部材（フレキシブルディスプレイ１４
と接触する）と電気接点１４４との間に結合される。フレキシブルディスプレイ１４には
圧力が作用される（例えば、装置１０のユーザによるか、又は装置１０の周囲環境におけ
る大気圧変化により）。フレキシブルディスプレイ１４に作用される圧力は、接触部材１
４２により圧力感知モジュール１４０へ伝送される。圧力情報は、電気接点１４４を通し
て装置１０へ伝達される。圧力感知モジュール１４０は、圧電、容量性、誘導性、抵抗性
、光学的、又は他のメカニズムを使用して圧力変化を感知する。装置１０にフレキシブル
ディスプレイ１４を設けることで、フレキシブルディスプレイ１４がインターフェイスコ
ンポーネント２４上に延び、フレキシブルディスプレイ１４のアクティブな領域２０Ａの
エリアを増加することができる。インターフェイスコンポーネント２４上にフレキシブル
ディスプレイ１４が存在することで、水分や埃が装置１０の内部に入り込むおそれが減少
される。
【００７３】
　一実施形態によれば、フレキシブルディスプレイ及び内部コンポーネントを備え、フレ
キシブルディスプレイが装置外部のアクションにより変形され、そしてフレキシブルディ
スプレイの変形で内部コンポーネントから応答を生成する、電子装置が提供される。
【００７４】
　別の実施形態によれば、フレキシブルディスプレイは、フレキシブルディスプレイ層、
及びタッチ感知層を含む。
【００７５】
　別の実施形態によれば、フレキシブルディスプレイのフレキシブルディスプレイ層は、
アクティブなディスプレイ領域を含み、そして内部コンポーネントは、フレキシブルディ
スプレイのアクティブなディスプレイ領域の一部分で覆われる。
【００７６】
　別の実施形態によれば、内部コンポーネントは、ボタンを含み、そしてフレキシブルデ
ィスプレイの変形でボタンが圧縮される。
【００７７】
　別の実施形態によれば、フレキシブルディスプレイは、更に、少なくとも１つの開口を
有する堅牢なカバー層を含む。
【００７８】
　別の実施形態によれば、開口は、堅牢なカバー層の穴を含み、ボタンは、その開口にボ
タン部材を含み、ボタン部材は、堅牢なカバー層の穴内を移動し、そして開口におけるボ
タン部材の移動は、フレキシブルディスプレイの変形を引き起こす。
【００７９】
　別の実施形態によれば、内部コンポーネントは、圧力センサを含み、そしてフレキシブ
ルディスプレイの変形が圧力センサに機械的圧力を作用させる。
【００８０】
　別の実施形態によれば、圧力センサは、圧電アクチュエータを含み、そして機械的圧力
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は、圧電アクチュエータに電圧を誘起する。
【００８１】
　別の実施形態によれば、内部コンポーネントは、電子装置の外部で発生する音声を検出
するためのレーザマイクロホンを含み、そして音声の検出は、フレキシブルディスプレイ
の変形をレーザで検出することを含む。
【００８２】
　一実施形態によれば、フレキシブルディスプレイ、及び該フレキシブルディスプレイを
通して音声を送信又は受信するオーディオコンポーネントを備えた電子装置が提供される
。
【００８３】
　別の実施形態によれば、フレキシブルディスプレイは、アクティブなディスプレイ領域
を含み、そしてオーディオコンポーネントは、フレキシブルディスプレイのアクティブな
ディスプレイ領域の後方にマウントされる。
【００８４】
　別の実施形態によれば、フレキシブルディスプレイは、フレキシブルディスプレイ層、
及びタッチ感知層を含む。
【００８５】
　別の実施形態によれば、オーディオコンポーネントは、ダイアフラムを含み、そしてそ
のダイアフラムは、フレキシブルディスプレイに接触するようにマウントされる。
【００８６】
　別の実施形態によれば、ハウジングと、該ハウジングにマウントされたフレキシブルデ
ィスプレイと、該フレキシブルディスプレイの一部分の下にマウントされた第１の内部コ
ンポーネントとを備え、該第１の内部コンポーネントがフレキシブルディスプレイの前記
一部分を変形するように構成された電子装置が提供される。
【００８７】
　別の実施形態によれば、第１の内部コンポーネントは、圧電アクチュエータを含み、該
圧電アクチュエータに印加される電圧で圧電アクチュエータが膨張され、そして圧電アク
チュエータの膨張に応答してフレキシブルディスプレイの一部分が変形する。
【００８８】
　別の実施形態によれば、第１の内部コンポーネントは、構造コンポーネントを含み、フ
レキシブルディスプレイの一部分は、その構造コンポーネントとの物理的接触に応答して
変形し、そしてフレキシブルディスプレイの一部分が変形すると、フレキシブルディスプ
レイのその一部分が構造コンポーネントの表面に合致させられる。
【００８９】
　別の実施形態によれば、電子装置は、更に、フレキシブルディスプレイの一部分の下に
マウントされた第２の内部コンポーネントを備え、構造コンポーネントの表面に合致する
フレキシブルディスプレイ一部分は、第２の内部コンポーネントの位置を指示する。
【００９０】
　別の実施形態によれば、第２の内部コンポーネントは、ボタンを含み、フレキシブルデ
ィスプレイの一部分は、電子装置の外部のアクションで更に変形されるように構成され、
そしてフレキシブルディスプレイの一部分の更なる変形でボタンが圧縮される。
【００９１】
　別の実施形態によれば、第１の内部コンポーネントは、更に、アクチュエータを含み、
このアクチュエータに構造コンポーネントがマウントされ、アクチュエータを上昇させる
と、構造コンポーネントをフレキシブルディスプレイの一部分と接触させるよう移動し、
そしてアクチュエータを下降させると、構造コンポーネントを、フレキシブルディスプレ
イとの接触を解除させるよう移動する。
【００９２】
　別の実施形態によれば、フレキシブルディスプレイは、タッチ感知層を含み、構造コン
ポーネントの表面に合致するフレキシブルディスプレイの一部分の変形は、フレキシブル
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ディスプレイのタッチ感知層の一部分の位置を指示する。
【００９３】
　別の実施形態によれば、電子装置は、更に、アクチュエータにマウントされた第２の内
部コンポーネントを備え、構造コンポーネントの表面に合致するフレキシブルディスプレ
イの一部分の変形は、第２の内部コンポーネントの位置を指示する。
【００９４】
　別の実施形態によれば、電子装置は、更に、カバー部材と、アクチュエータに結合され
たアクチュエータスイッチとを備え、フレキシブルディスプレイの変形は、カバー部材に
圧力を作用させ、そしてカバー部材の圧力は、カバー部材を持ち上げる。
【００９５】
　以上のことは、本発明の原理を単に例示するに過ぎず、本発明の範囲及び精神から逸脱
せずに種々の変更が当業者により明らかであろう。
【００９６】
　図１、２及び１７－２１の例に示すように、電子装置には、凹面ディスプレイが設けら
れる。凹面ディスプレイは、ディスプレイをカーブさせるように曲げられたフレキシブル
ディスプレイ層を含む。
【００９７】
　凹面ディスプレイは、フレキシブルディスプレイ層（例えば、フレキシブルな有機発光
ダイオードアレイ）、フレキシブルタッチ感知層（例えば、容量性タッチセンサの透明キ
ャパシタ電極のアレイをもつポリマーシート）、フレキシブル基板層、等のフレキシブル
層から形成される。これらのフレキシブル層は、必要に応じて、フレキシブルな又は堅牢
なカバー層（時々カバーガラスとも称される）で覆われるか、又は支持構造体（例えば、
フレキシブル層の下面の堅牢な支持構造体）により支持される。堅牢なカバー層でカバー
された凹面ディスプレイを伴う電子装置では、ディスプレイのフレキシブル層にアクセス
するための開口がカバー層に設けられる。例えば、カバーガラス層は、そのカバーガラス
層に対してボタン部材を移動できるようにする開口を有する。ボタン部材が開口内で移動
するときに、その下のフレキシブルディスプレイの部分が変形される（例えば、関連スイ
ッチの作動を許すために）。
【００９８】
　又、電子装置には、ユーザインターフェイスコンポーネント（入力／出力コンポーネン
ト）、例えば、ボタン、マイクロホン、スピーカ、圧電アクチュエータ（ユーザからの電
気的入力又はユーザへの触覚フィードバックを受け取るための）、バイブレータのような
他のアクチュエータ、圧力センサ、及び他のコンポーネントも設けられる。これらのコン
ポーネントは、フレキシブルディスプレイの部分の下にマウントされる。
【００９９】
　ユーザインターフェイスコンポーネントは、フレキシブルディスプレイの下にマウント
されるか、又はフレキシブルディスプレイに一体化される。フレキシブルディスプレイの
変形特性は、ディスプレイをユーザインターフェイスコンポーネントと接触させるように
移動するか、さもなければ、ディスプレイを局所的に撓ませられるようにすることにより
（例えば、フレキシブルディスプレイに音声を通せるようにするか、又は外部環境の気圧
測定を内部圧力センサで行えるようにするために）、ユーザがユーザインターフェイスコ
ンポーネント（入力／出力コンポーネント）と相互作用できるようにする。必要に応じて
、フレキシブルディスプレイの一部分が電気的コンポーネントの膜部分を形成する。フレ
キシブルディスプレイの一部分から形成された膜が設けられたコンポーネントは、マイク
ロホン、レーザマイクロホン、圧力センサ、スピーカ、等を含む。
【０１００】
　全てが凹状のフレキシブルな及び堅牢な層から形成される凹面ディスプレイ（即ち、デ
ィスプレイの層が平坦でない層の集合から形成されるディスプレイ）は、電子装置が地面
又は他の外部物体に当たる落下事故の間にダメージを受け難くする一方、電気的及び機械
的装置コンポーネントを保持するのに利用できる装置の内部容積を最大にすることができ
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る。
【０１０１】
　凹面ディスプレイが設けられた形式の電子装置が図１に例示されている。この電子装置
１０は、ポータブル電子装置又は他の適当な電子装置である。例えば、電子装置１０は、
ラップトップコンピュータ、タブレットコンピュータ、腕時計装置、ペンダント装置、或
いは他の着用可能又は小型装置のような若干小さな装置、セルラー電話、メディアプレー
ヤ、等である。
【０１０２】
　装置１０は、ハウジング１２のようなハウジングを備えている。時々ケースとも称され
るハウジング１２は、プラスチック、ガラス、セラミック、ファイバー複合物、金属（例
えば、ステンレススチール、アルミニウム、等）、他の適当な材料、或いはそれら材料の
組み合わせで形成される。ある状況において、ハウジング１２の部分は、誘電体又は他の
低導電率材料で形成される。他の状況において、ハウジング１２、又はハウジング１２を
形成する構造体の少なくとも幾つかは、金属要素から形成される。
【０１０３】
　装置１０は、凹面ディスプレイ１４のような凹面ディスプレイを有する。凹面ディスプ
レイ１４は、複数の材料層で形成される。それらの層は、容量性タッチセンサアレイを形
成するためにインジウム・スズ酸化物（ＩＴＯ）電極又は他の適当な透明電極のパターン
が堆積される層のようなタッチセンサ層、或いは他のタッチ技術（例えば、抵抗性タッチ
、音響タッチ、光学的タッチ、等）を使用して形成されるタッチセンサ層を含む。又、そ
れらの層は、ディスプレイピクセルのアレイを収容する層も含む。タッチセンサ層及びデ
ィスプレイ層は、（一例として）厚みが１０ミクロンないし０．５ｍｍ又は他の適当な厚
みのフレキシブルなポリマーシート又は他の基板を使用して形成される。
【０１０４】
　ディスプレイピクセルアレイは、例えば、有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）アレイであ
り、ＯＬＥＤディスプレイピクセルの行及び列を含む。他の形式のフレキシブルディスプ
レイピクセルアレイが形成されてもよい（例えば、電子インクディスプレイ、等）。ここ
では、一例として、ＯＬＥＤ技術を使用してフレキシブルディスプレイ１４を形成するこ
とを説明する。しかしながら、これは、単なる例示に過ぎない。フレキシブルディスプレ
イ１４は、適当なフレキシブルディスプレイ技術を使用して形成される。ＯＬＥＤ技術に
基づくフレキシブルディスプレイの使用は、単なる例示に過ぎない。
【０１０５】
　これらの機能的ディスプレイ層（即ち、ＯＬＥＤアレイ及び任意のタッチセンサアレイ
）に加えて、ディスプレイ１４は、１つ以上の構造層を含む。例えば、ディスプレイ１４
は、フレキシブルな又は堅牢なカバー層で覆われ、及び／又は支持構造体（例えば、堅牢
な支持体）にマウントされる。接着剤の層は、フレキシブルディスプレイ層を互いに取り
付けるのに使用されると共に、フレキシブルディスプレイ層を堅牢な及びフレキシブルな
構造層にマウントするのに使用される。
【０１０６】
　ディスプレイ１４のカバー層がフレキシブルであるようなディスプレイ１４の構成では
、フレキシブルな層の存在に依存する入力／出力コンポーネントが、ディスプレイの下の
適当な位置にマウントされる（例えば、ディスプレイの周辺部分に沿って、ディスプレイ
の中央部分に、等々）。フレキシブルな層が堅牢なカバーガラス層又は他の堅牢なカバー
層により覆われるようなディスプレイ１４の構成では、堅牢な層に１つ以上の開口が設け
られると共に、電子コンポーネントが開口の下にマウントされる。例えば、堅牢なカバー
層は、ボタン１７のための円形開口１６のような開口、及び（例えば、ユーザのイヤホン
のための）スピーカポート開口１８のようなスピーカポート開口を有する。又、装置１０
は、他の開口を有してもよい（例えば、ボリュームボタン、リンガーボタン、スリープボ
タン及び他のボタンを収容するためのディスプレイ１４及び／又はハウジング１２の開口
や、オーディオジャック、データポートコネクタ、除去可能なメディアスロット、等のた
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めの開口）。
【０１０７】
　ある実施形態では、周辺領域２０Ｉのような凹面ディスプレイ１４の部分は、インアク
ティブであり、そして長方形の中央部分２０Ａのようなディスプレイ１４の部分（破線２
０で境界定めされた）は、ディスプレイ１４のアクティブな部分に対応する。アクティブ
なディスプレイ領域２０Ａでは、画像ピクセルのアレイを使用して、装置１０のユーザに
テキスト及び画像を提示する。アクティブな領域２０Ａでは、ディスプレイ１４は、装置
１０のユーザとの相互作用及び入力のためのタッチ感知コンポーネントを含む。必要に応
じて、図１の領域２０Ｉ及び２０Ａのような両領域に、ディスプレイピクセルが設けられ
る（即ち、装置１０のような装置の全体的に平坦な前面の全部又は実質的に全部がディス
プレイピクセルで覆われる）。
【０１０８】
　装置１０は、必要に応じて、凹面ディスプレイ１４の任意の堅牢なカバー層に各々ある
開口１６及び１８のような開口を占有するボタン１７又はスピーカコンポーネント１９の
ような内部ユーザインターフェイスコンポーネントを有する。ボタン１７は、ドームスイ
ッチ又は他のスイッチ回路に基づく。又、ボタン１７は、プッシュボタン（例えば、瞬時
ボタン）、スライダースイッチ、ロッカースイッチ、等を形成するボタン部材を含む。装
置１０は、凹面ディスプレイ１４の一部分に立ち上った構造部を追加する構造コンポーネ
ント２２のような内部構造コンポーネントを含む。装置１０は、インターフェイスコンポ
ーネント２４及び２６のようなコンポーネントを含み、これは、完全に装置１０の内部に
あるが、ユーザから又は周囲環境から凹面ディスプレイ１４との物理的相互作用を通して
入力を受け取る。インターフェイスコンポーネント２２、２４及び２６は、凹面ディスプ
レイ１４のアクティブな領域２０Ａ又はインアクティブな領域２０Ｉに配置される。イン
ターフェイスコンポーネント２２、２４及び２６は、互いに別々に配置されてもよいし、
又は構造的特徴及び内部特徴をもつ合成コンポーネントを形成するように共通に配置され
てもよい。インターフェイスコンポーネント２４及び２６は、凹面ディスプレイ１４の下
に位置されて、コンポーネント２４又は２６と接触するには凹面ディスプレイ１４を変形
しなければならないようにしてもよいし、又は必要に応じて、凹面ディスプレイ１４と常
時接触状態のままにするように配置されてもよい。
【０１０９】
　例示的ディスプレイの分解斜視図が図２に示されている。図２に示すように、凹面ディ
スプレイ１４は、フレキシブルディスプレイ層１４Ａ、タッチ感知層１４Ｂ及びカバー層
１４Ｃを含む複数の層をスタックすることにより形成される。又、ディスプレイ１４は、
接着剤層、光学的フィルム又は他の適当な層のような他の材料層も含む。フレキシブルデ
ィスプレイ層１４は、発光ダイオード（ＬＥＤ）、有機ＬＥＤ（ＯＬＥＤ）、プラズマセ
ル、電子インク要素、液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）コンポーネント、又はフレキシブルデ
ィスプレイに適合する他の適当な画像ピクセル構造体から形成された画像ピクセルを含む
。
【０１１０】
　タッチ感知層１４Ｂは、水平透明電極３２及び垂直透明電極３４のような容量性タッチ
電極を合体している。タッチ感知層１４Ｂは、一般的に、該タッチ感知層１４Ｂにおける
１つ以上のタッチ又は近タッチの位置を、容量性センサ、抵抗性センサ、光学的センサ、
音響的センサ、誘導性センサ又は力センサに基づいて検出するように構成される。
【０１１１】
　検出されたタッチの測定値を処理して、１つ以上のジェスチャーを識別し追跡するため
にソフトウェア及び／又はハードウェアが使用される。ジェスチャーとは、タッチ感知層
１４Ｂ上の静止又は非静止の、単一又は複数の、タッチ又は近タッチに対応する。ジェス
チャーは、１つ以上の指又は他の物体をタッチ感知層１４Ｂ上で特定の仕方で移動するこ
とにより遂行され、例えば、タッピング、プレッシング、ロッキング、スクラビング、ツ
イスティング、方向転換、変化する圧力でのプレッシング、等を本質的に同時に、切れ目
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なく、又は連続的に行うことで遂行される。ジェスチャーは、１つ以上の他の指との又は
それらの間でのピンチング、スライディング、スワイピング、回転、撓み、ドラグ、又は
タッピング運動により特徴付けられるが、それらに限定されない。単一のジェスチャーが
、片手又は両手、１人以上のユーザ、又はその組み合わせで遂行されてもよい。
【０１１２】
　カバー層１４Ｃは、プラスチック又はガラス（時々ディスプレイカバーガラスとも称さ
れる）から形成され、フレキシブルなものでも堅牢なものでもよい。必要に応じて、カバ
ー層１４Ｃの周辺インアクティブ部分２０Ｉの内面には、ブラックインクのような不透明
なマスキング層が設けられる。
【０１１３】
　タッチ感知フレキシブルディスプレイ区分１４ＡＢは、ディスプレイピクセルアレイ層
１４Ａ及び任意のタッチセンサ層１４Ｂから形成される。
【０１１４】
　図１７は、凹面ディスプレイ１４を備え、その凹面ディスプレイ１４の周囲を取り巻く
ベゼル２００のようなベゼルが設けられた装置１０の実施形態を例示する斜視図である。
図１７に示す実施形態では、装置１０のハウジング１２は、データポートへのアクセスを
与える開口２０４を有している。ベゼル２００の表面は、ディスプレイ１４の表面と同一
平面に形成される（即ち、ベゼル２００及びディスプレイ１４が単一の滑らかな表面を形
成する）か、又はハウジング１２の壁に直角に形成される（一例として）。ベゼル２００
は、個別のベゼル部材でもよいし、又はハウジング１２の一部分として形成されてもよい
。図１７に示すように、ベゼル２００の上部及び下部２０２は、凹面ディスプレイ１４の
断面カーブ形状に一致する凹面（カーブ）形状を有する。
【０１１５】
　図１８は、接着剤層２１２のような接着材料の層を使用してフレキシブルディスプレイ
層１４Ａを支持構造体２１０のような凹面支持構造体（例えば、金属、ガラス又はプラス
チック支持構造体のような、少なくとも凹状外面を有する堅牢な支持構造体）にマウント
することにより凹面ディスプレイ１４が形成された装置１０の実施形態を例示する断面側
面図である。図１８に示すように、ハウジング１２、ベゼル２０２及び凹面ディスプレイ
１４で画成された装置１０の内部容積は、ディスプレイ１４の曲率の最深点で画成される
平面（破線２１４で示す）より上の容積２１６を含む。これは、支持構造体２１０の内面
が凸状（図１８の例では）だからである。容積２１６は、コンポーネント２２０のような
内部コンポーネント（例えば、プリント回路板、アンテナ、又は他のコンポーネント）が
位置される長方形容積２１８に加えてスペースを与える。それ故、図１８の凹状へフレキ
シブルディスプレイ１４を曲げられることは、装置コンポーネントをマウントするために
装置１０内に利用できる内部スペースを最大にする上で助けとなる。
【０１１６】
　図１９は、装置１０の一部分の断面側面図である。図１９に示す実施形態では、凹面デ
ィスプレイ１４は、フレキシブルディスプレイ層１４Ａ、接着剤層２１２及び堅牢なカバ
ー層１４Ｃ（例えば、堅牢なプラスチックの層、又はフレキシブルディスプレイ層１４Ａ
が合致する凸状内面及び凹状外面を有する堅牢なカバーガラスの層）から形成される。凹
面ディスプレイ１４は、ハウジング１２のベゼル部分２００に隣接して形成されてもよい
し、又は付加的なマウント部材によりハウジング１２に接合されてもよい。ディスプレイ
１４のカバー層１４Ｃの凹状は、装置１０が落下した場合にダメージを受け難くする。フ
レキシブルディスプレイ層１４Ａを、カバー層１４Ｃの凹状に一致する形状で形成するこ
とで（即ち、層１４Ａが層１４Ｃの凸状内面に合致するように）、装置１０に付加的な内
部容積２１６を与えることができる。
【０１１７】
　図２０は、装置１０の別の実施形態の一部分の断面側面図である。図２０に示す実施形
態では、凹面ディスプレイ１４は、接着剤層２１２により任意のタッチ感知層１４Ｂに取
り付けられたフレキシブルディスプレイ層１４から形成される。タッチ感知層１４Ｂは、
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更に、接着剤層２３０を使用して堅牢なカバー層１４Ｃ（例えば、ガラス又はプラスチッ
ク層）に取り付けられ、ディスプレイ１４の全ての層（２１２、１４Ｂ、２３０及び１４
Ｃ）がカバー層１４Ｃの凹状に合致するようにする。凹面ディスプレイ１４は、ハウジン
グ１２のベゼル部分２００に直接隣接してもよいし、又は付加的なマウント部材によって
ハウジング２１２に接合されてもよい。ディスプレイ１４の全ての層（１４Ａ、２１２、
１４Ｂ、２３０及び１４Ｃ）の凹状は、装置１０が落下した場合にダメージを受け難くす
ると共に、付加的な内部容積２１６を与える。
【０１１８】
　図２１は、装置１０と、装置１０が落下するところの落下面２４０のような共通落下面
（例えば、歩道のコンクリート、アスファルト、タイル、又は他の表面）とを示す断面側
面図である。落下面２４０は、表面特徴部２４２のような表面特徴部による粗面度を有す
る。表面特徴部２４２は、高さ２４４のような特性高さ（例えば、コンクリート面の場合
に１－２ｍｍ）を有する。図２１に示すように、装置１０には、凹面ディスプレイ１４が
設けられる。又、凹面ディスプレイ１４には、破線２４６で示された装置１０の最外面か
らの距離で定められる最大深さ２４８により定められる曲率と、（破線２１４で示される
）ディスプレイ１４の曲率における最深点とが与えられる。装置１０の最外面は、ベゼル
２００により定められるか、又はベゼル２００がない場合には、ディスプレイ１４の周縁
がハウジング１２に合流する接合点２５０により定められる。
【０１１９】
　最大深さ２４８は、共通落下面２４０の表面特徴部２４２の特性サイズ２４４より大き
くなるように選択される。特性高さ２４４より大きな最大深さ（深さ２４８）を与えるよ
うに選択された曲率を有する凹面ディスプレイを装置１０に設けることで、落下事故中に
装置１０にダメージ（例えば、スクラッチ又は他のダメージ）が及ぶおそれが著しく減少
される。
【０１２０】
　カバー層１４Ｃの形状に合致できるフレキシブルディスプレイ層１４Ａを凹面ディスプ
レイ１４に設けることで、ディスプレイ１４の全ての層を同じ凹状に合致させることがで
きる。凹面ディスプレイ１４の全ての層が同じ凹状に合致するような凹面ディスプレイ１
４を装置１０に設けることで、共通落下面２４０への落下時に装置１０がダメージを受け
難くしながら、内部コンポーネントが位置される付加的な内部容積２１６を与えることが
できる。
【０１２１】
　電子装置には、装置の内部容積を最大にしながら落下時にダメージのおそれを低下させ
る凹面ディスプレイが設けられる。その凹面ディスプレイは、フレキシブルディスプレイ
層を含む１つ以上のフレキシブル層から形成される。フレキシブルディスプレイ層は、堅
牢な支持構造体又は堅牢なカバー層にマウントされる。堅牢なカバー構造体のカーブ形状
に合致するフレキシブルディスプレイ層は、装置の内部コンポーネントが配置される付加
的な内部容積を与える。
【０１２２】
　一実施形態によれば、ハウジングと、ハウジングにマウントされた凹面ディスプレイと
を備え、その凹面ディスプレイは、凹面を有する堅牢な内部支持構造体と、該堅牢な内部
支持構造体に取り付けられてその堅牢な支持構造体の凹面に合致するフレキシブルディス
プレイ層とを有する、電子装置が提供される。
【０１２３】
　別の実施形態によれば、凹面ディスプレイは、更に、第１の接着剤層を含み、そして該
第１の接着剤層は、フレキシブルディスプレイ層を堅牢な内部支持構造体の凹面に取り付
ける。
【０１２４】
　別の実施形態によれば、凹面ディスプレイは、更に、タッチ感知層を含む。
【０１２５】
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　別の実施形態によれば、凹面ディスプレイは、更に、第１及び第２の接着剤層を含み、
第１の接着剤層は、フレキシブルディスプレイ層をタッチ感知層に取り付け、そして第２
の接着剤層は、フレキシブルディスプレイ層を堅牢な内部支持構造体に取り付ける。
【０１２６】
　別の実施形態によれば、ハウジングは、ベゼルを含み、そしてベゼルは、凹面ディスプ
レイの周囲を取り巻く。
【０１２７】
　別の実施形態によれば、堅牢な内部支持構造体は、凸状内面を有し、そして電子装置は
、更に、その凸状内面に隣接してマウントされた少なくとも１つの内部コンポーネントを
備えている。
【０１２８】
　別の実施形態によれば、堅牢な内部支持構造体は、少なくとも１つの開口を有する。
【０１２９】
　別の実施形態によれば、少なくとも１つの開口は、堅牢な内部支持構造体の穴を含み、
そして少なくとも１つの内部コンポーネントは、堅牢な内部支持構造体の穴にマウントさ
れる。
【０１３０】
　別の実施形態によれば、ハウジングと、ハウジングにマウントされた凹面ディスプレイ
とを備え、その凹面ディスプレイは、少なくとも１つの凹状外面及び少なくとも１つの対
応する凸状内面を有する堅牢なカバー層を備えると共に、フレキシブルディスプレイ層を
備え、そのフレキシブルディスプレイ層は、堅牢なカバー層の凸状内面に合致するような
電子装置が提供される。
【０１３１】
　別の実施形態によれば、フレキシブルディスプレイ層は、有機発光ダイオードで形成さ
れた画像ピクセルを含む。
【０１３２】
　別の実施形態によれば、凹面ディスプレイは、更に、第１の接着剤層を含み、その第１
の接着剤層は、フレキシブルディスプレイ層を堅牢なカバー層の凸状内面に取り付ける。
【０１３３】
　別の実施形態によれば、堅牢なカバー層は、少なくとも１つの開口を有し、電子装置は
、更に、内部コンポーネントを備え、その内部コンポーネントは、堅牢なカバー層の少な
くとも１つの開口の下でフレキシブルディスプレイ層に隣接してマウントされる。
【０１３４】
　別の実施形態によれば、内部コンポーネントは、スピーカを含み、そしてそのスピーカ
は、フレキシブルディスプレイ層を通して音声を伝送する。
【０１３５】
　別の実施形態によれば、内部コンポーネントは、ボタンを含み、電子装置は、更に、堅
牢なカバー層の少なくとも１つの開口にボタン部材を備え、そのボタン部材は、堅牢なカ
バー層の少なくとも１つの開口内で移動し、そしてボタン部材の移動でボタンが圧縮され
る。
【０１３６】
　別の実施形態によれば、電子装置ハウジングと、その電子装置ハウジングにマウントさ
れた凹面ディスプレイとを備え、その凹面ディスプレイは、凹状外面及び凸状内面を有す
る堅牢なカバー層、フレキシブルディスプレイ層、及びタッチ感知層を含み、そのフレキ
シブルディスプレイ層及びタッチ感知層は、各々、堅牢なカバー層の凸状内面に合致する
、電子装置が提供される。
【０１３７】
　別の実施形態によれば、凹面ディスプレイは、更に、第１及び第２の接着剤層を含み、
フレキシブルディスプレイ層は、第１の接着剤層でタッチ感知層に取り付けられ、そして
タッチ感知層は、第２の接着剤層で堅牢なカバー層の凸状内面に取り付けられる。
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【０１３８】
　別の実施形態によれば、電子装置は、更に、凹面ディスプレイのフレキシブルディスプ
レイ層に隣接してマウントされた少なくとも１つの内部コンポーネントを備えている。
【０１３９】
　別の実施形態によれば、凸面ディスプレイの堅牢なカバー層は、少なくとも１つの開口
を有し、少なくとも１つの内部コンポーネントは、オーディオコンポーネントであり、そ
してそのオーディオコンポーネントは、堅牢なカバー層の少なくとも１つの開口の下にマ
ウントされる。
【０１４０】
　別の実施形態によれば、凹面ディスプレイの凹状外面は、曲率及び周縁を有し、曲率は
最深点を有し、該最深点及び少なくとも幾つかの周縁は、凹面ディスプレイの曲率に関連
した最大深さを定め、そして凹面ディスプレイの最大深さは、０．５ｍｍから２０ｍｍで
ある。
【０１４１】
　別の実施形態によれば、電子装置は、更に、内部コンポーネントを備え、その内部コン
ポーネントは、凹状外面の周縁からある距離にマウントされ、そしてその距離は、最大深
さより短い。
【０１４２】
　以上のことは、本発明の原理を単に例示するに過ぎず、本発明の範囲及び精神から逸脱
せずに種々の変更が当業者により明らかであろう。
【０１４３】
　図１、２及び２２－２９の例に示すように、電子装置には、凸面ディスプレイが設けら
れる。凸面ディスプレイは、カーブ面を形成するように曲げられたフレキシブルディスプ
レイ層を含む。
【０１４４】
　凸面ディスプレイは、フレキシブルディスプレイ層（例えば、フレキシブルな有機発光
ダイオードアレイ）、フレキシブルタッチ感知層（例えば、容量性タッチセンサの透明キ
ャパシタ電極のアレイをもつポリマーシート）、フレキシブル基板層、等のフレキシブル
層から形成される。これらのフレキシブル層は、必要に応じて、フレキシブルな又は堅牢
なカバー層（時々カバーガラスとも称される）で覆われるか、又は支持構造体（例えば、
フレキシブル層の下面の堅牢な支持構造体）により支持される。堅牢なカバー層で部分的
に覆われた凸面ディスプレイを伴う電子装置では、ディスプレイのフレキシブル層にアク
セスするための開口がカバー層に設けられる。例えば、カバーガラス層は、そのカバーガ
ラス層に対してボタン部材を移動できるようにする開口を有する。ボタン部材が開口内で
移動するときに、その下のフレキシブルディスプレイの部分が変形される（例えば、関連
スイッチの作動を許すために）。
【０１４５】
　又、電子装置には、ユーザインターフェイスコンポーネント（入力／出力コンポーネン
ト）、例えば、ボタン、マイクロホン、スピーカ、圧電アクチュエータ（ユーザからの電
気的入力又はユーザへの触覚フィードバックを受け取るための）、バイブレータのような
他のアクチュエータ、圧力センサ、及び他のコンポーネントも設けられる。これらのコン
ポーネントは、フレキシブルディスプレイの部分の下にマウントされる。
【０１４６】
　ユーザインターフェイスコンポーネントは、フレキシブルディスプレイの下にマウント
されるか、又はフレキシブルディスプレイに一体化される。フレキシブルディスプレイの
変形特性は、ディスプレイをユーザインターフェイスコンポーネントと接触させるように
移動するか、さもなければ、ディスプレイを局所的に撓ませられるようにすることにより
（例えば、フレキシブルディスプレイに音声を通せるようにするか、又は外部環境の気圧
測定を内部圧力センサで行えるようにするために）、ユーザがユーザインターフェイスコ
ンポーネント（入力／出力コンポーネント）と相互作用できるようにする。必要に応じて
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、フレキシブルディスプレイの一部分が電気的コンポーネントの膜部分を形成する。フレ
キシブルディスプレイの一部分から形成された膜が設けられたコンポーネントは、マイク
ロホン、レーザマイクロホン、圧力センサ、スピーカ、等を含む。
【０１４７】
　全てが凸状のフレキシブルな及び堅牢な層から形成される凸面ディスプレイ（即ち、デ
ィスプレイの層が平坦でない層の集合から形成されるディスプレイ）は、審美的に望まし
い外観を与える一方、電気的及び機械的装置コンポーネントを保持するのに利用できる装
置の内部容積を最大にすることができる。
【０１４８】
　凸面ディスプレイが設けられた形式の電子装置が図１に例示されている。この電子装置
１０は、ポータブル電子装置又は他の適当な電子装置である。例えば、電子装置１０は、
ラップトップコンピュータ、タブレットコンピュータ、腕時計装置、ペンダント装置、或
いは他の着用可能又は小型装置のような若干小さな装置、セルラー電話、メディアプレー
ヤ、等である。
【０１４９】
　装置１０は、ハウジング１２のようなハウジングを備えている。時々ケースとも称され
るハウジング１２は、プラスチック、ガラス、セラミック、ファイバー複合物、金属（例
えば、ステンレススチール、アルミニウム、等）、他の適当な材料、或いはそれら材料の
組み合わせで形成される。ある状況において、ハウジング１２の部分は、誘電体又は他の
低導電率材料で形成される。他の状況において、ハウジング１２、又はハウジング１２を
形成する構造体の少なくとも幾つかは、金属要素から形成される。
【０１５０】
　装置１０は、凸面ディスプレイ１４のような凸面ディスプレイを有する。凸面ディスプ
レイ１４は、複数の材料層で形成される。それらの層は、容量性タッチセンサアレイを形
成するためにインジウム・スズ酸化物（ＩＴＯ）電極又は他の適当な透明電極のパターン
が堆積される層のようなタッチセンサ層、或いは他のタッチ技術（例えば、抵抗性タッチ
、音響的タッチ、光学的タッチ、等）を使用して形成されるタッチセンサ層を含む。又、
それらの層は、ディスプレイピクセルのアレイを収容する層も含む。タッチセンサ層及び
ディスプレイ層は、（一例として）厚みが１０ミクロンないし０．５ｍｍ又は他の適当な
厚みのフレキシブルなポリマーシート又は他の基板を使用して形成される。
【０１５１】
　ディスプレイピクセルアレイは、例えば、有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）アレイであ
り、ＯＬＥＤディスプレイピクセルの行及び列を含む。他の形式のフレキシブルディスプ
レイピクセルアレイが形成されてもよい（例えば、電子インクディスプレイ、等）。ここ
では、一例として、ＯＬＥＤ技術を使用してフレキシブルディスプレイ１４を形成するこ
とを説明する。しかしながら、これは、単なる例示に過ぎない。フレキシブルディスプレ
イ１４は、適当なフレキシブルディスプレイ技術を使用して形成される。ＯＬＥＤ技術に
基づくフレキシブルディスプレイの使用は、単なる例示に過ぎない。
【０１５２】
　これらの機能的ディスプレイ層（即ち、ＯＬＥＤアレイ及び任意のタッチセンサアレイ
）に加えて、ディスプレイ１４は、１つ以上の構造層を含む。例えば、ディスプレイ１４
は、フレキシブルな又は堅牢なカバー層で覆われ、及び／又は支持構造体（例えば、堅牢
な支持体）にマウントされる。接着剤の層は、フレキシブルディスプレイ層を互いに取り
付けるのに使用されると共に、フレキシブルディスプレイ層を堅牢な及びフレキシブルな
構造層にマウントするのに使用される。
【０１５３】
　ディスプレイ１４のカバー層がフレキシブルであるようなディスプレイ１４の構成では
、フレキシブルな層の存在に依存する入力／出力コンポーネントが、ディスプレイの下の
適当な位置にマウントされる（例えば、ディスプレイの周辺部分に沿って、ディスプレイ
の中央部分に、等々）。フレキシブルな層が堅牢なカバーガラス層又は他の堅牢なカバー
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層により覆われるようなディスプレイ１４の構成では、堅牢な層に１つ以上の開口が設け
られると共に、電子コンポーネントが開口の下にマウントされる。例えば、堅牢なカバー
層は、ボタン１７のための円形開口１６のような開口、及び（例えば、ユーザのイヤホン
のための）スピーカポート開口１８のようなスピーカポート開口を有する。又、装置１０
は、他の開口を有してもよい（例えば、ボリュームボタン、リンガーボタン、スリープボ
タン及び他のボタンを収容するためのディスプレイ１４及び／又はハウジング１２の開口
や、オーディオジャック、データポートコネクタ、除去可能なメディアスロット、等のた
めの開口）。
【０１５４】
　ある実施形態では、周辺領域２０Ｉのような凸面ディスプレイ１４の部分は、インアク
ティブであり、そして長方形の中央部分２０Ａのようなディスプレイ１４の部分（破線２
０で境界定めされた）は、ディスプレイ１４のアクティブな部分に対応する。アクティブ
なディスプレイ領域２０Ａでは、画像ピクセルのアレイを使用して、装置１０のユーザに
テキスト及び画像を提示する。アクティブな領域２０Ａでは、ディスプレイ１４は、装置
１０のユーザとの相互作用及び入力のためのタッチ感知コンポーネントを含む。必要に応
じて、図１の領域２０Ｉ及び２０Ａのような両領域に、ディスプレイピクセルが設けられ
る（即ち、装置１０のような装置の全体的に平坦な前面の全部又は実質的に全部がディス
プレイピクセルで覆われる）。
【０１５５】
　装置１０は、必要に応じて、凸面ディスプレイ１４の任意の堅牢なカバー層に各々ある
開口１６及び１８のような開口を占有するボタン１７又はスピーカコンポーネント１９の
ような内部ユーザインターフェイスコンポーネントを有する。ボタン１７は、ドームスイ
ッチ又は他のスイッチ回路に基づく。又、ボタン１７は、プッシュボタン（例えば、瞬時
ボタン）、スライダースイッチ、ロッカースイッチ、等を形成するボタン部材を含む。装
置１０は、凸面ディスプレイ１４の一部分に立ち上った構造部を追加する構造コンポーネ
ント２２のような内部構造コンポーネントを含む。装置１０は、インターフェイスコンポ
ーネント２４及び２６のようなコンポーネントを含み、これは、完全に装置１０の内部に
あるが、ユーザから又は周囲環境から凸面ディスプレイ１４との物理的相互作用を通して
入力を受け取る。インターフェイスコンポーネント２２、２４及び２６は、凸面ディスプ
レイ１４のアクティブな領域２０Ａ又はインアクティブな領域２０Ｉに配置される。イン
ターフェイスコンポーネント２２、２４及び２６は、互いに別々に配置されてもよいし、
又は構造的特徴及び内部特徴をもつ合成コンポーネントを形成するように共通に配置され
てもよい。インターフェイスコンポーネント２４及び２６は、凸面ディスプレイ１４の下
に位置されて、コンポーネント２４又は２６と接触するには凸面ディスプレイ１４を変形
しなければならないようにしてもよいし、又は必要に応じて、凸面ディスプレイ１４と常
時接触状態のままにするように配置されてもよい。
【０１５６】
　例示的ディスプレイの分解斜視図が図２に示されている。図２に示すように、凸面ディ
スプレイ１４は、フレキシブルディスプレイ層１４Ａ、タッチ感知層１４Ｂ及びカバー層
１４Ｃを含む複数の層をスタックすることにより形成される。又、ディスプレイ１４は、
接着剤層、光学的フィルム又は他の適当な層のような他の材料層も含む。フレキシブルデ
ィスプレイ層１４は、発光ダイオード（ＬＥＤ）、有機ＬＥＤ（ＯＬＥＤ）、プラズマセ
ル、電子インク要素、液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）コンポーネント、又はフレキシブルデ
ィスプレイに適合する他の適当な画像ピクセル構造体から形成された画像ピクセルを含む
。
【０１５７】
　タッチ感知層１４Ｂは、水平透明電極３２及び垂直透明電極３４のような容量性タッチ
電極を合体している。タッチ感知層１４Ｂは、一般的に、該タッチ感知層１４Ｂにおける
１つ以上のタッチ又は近タッチの位置を、容量性センサ、抵抗性センサ、光学的センサ、
音響的センサ、誘導性センサ又は力センサに基づいて検出するように構成される。
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【０１５８】
　検出されたタッチの測定値を処理して、１つ以上のジェスチャーを識別し追跡するため
にソフトウェア及び／又はハードウェアが使用される。ジェスチャーとは、タッチ感知層
１４Ｂ上の静止又は非静止の、単一又は複数の、タッチ又は近タッチに対応する。ジェス
チャーは、１つ以上の指又は他の物体をタッチ感知層１４Ｂ上で特定の仕方で移動するこ
とにより遂行され、例えば、タッピング、プレッシング、ロッキング、スクラビング、ツ
イスティング、方向転換、変化する圧力でのプレッシング、等を本質的に同時に、切れ目
なく、又は連続的に行うことで遂行される。ジェスチャーは、１つ以上の他の指との又は
それらの間でのピンチング、スライディング、スワイピング、回転、撓み、ドラグ、又は
タッピング運動により特徴付けられるが、それらに限定されない。単一のジェスチャーが
、片手又は両手、１人以上のユーザ、又はその組み合わせで遂行されてもよい。
【０１５９】
　カバー層１４Ｃは、プラスチック又はガラス（時々ディスプレイカバーガラスとも称さ
れる）から形成され、フレキシブルなものでも堅牢なものでもよい。必要に応じて、カバ
ー層１４Ｃの周辺インアクティブ部分２０Ｉの内面には、ブラックインクのような不透明
なマスキング層が設けられる。
【０１６０】
　タッチ感知フレキシブルディスプレイ区分１４ＡＢは、ディスプレイピクセルアレイ層
１４Ａ及び任意のタッチセンサ層１４Ｂから形成される。
【０１６１】
　図２２は、凸面ディスプレイ１４及び凸面ハウジング１２を備え、例えば、オーディオ
ポートにアクセスする開口３００をハウジング１２が有するような装置１０の規範的実施
形態の斜視図である。ハウジング１２の一部分は、ベゼル３０４のようなベゼルを形成す
る。ベゼル３０４は、ベゼル３０４及びディスプレイ１４が共通の滑らかな表面を形成す
るように形成されるか、或いはディスプレイ１４の外面より持ち上がって又はそれより凹
んで形成される。ベゼル３０４は、個別のベゼル部材でもよいし、又はハウジング１２の
一部分として形成されてもよい。図２２に示されたように、ベゼル２００の上部及び下部
３０６は、凸面ディスプレイ１４のカーブした断面形状に一致する凸面（カーブした）形
状である。
【０１６２】
　図２３は、図２２の線３０２に沿って方法３０３に見た装置１０の例示的実施形態の断
面側面図である。図２３に示すように、装置１０は、凸面ハウジング１２及び凸面ディス
プレイ１４により形成された凸面形状を有する。又、装置１０は、バッテリ３１０及びコ
ンポーネント３１２のような内部コンポーネントも備えている。装置１０のハウジング１
２及びディスプレイ１４の凸面形状は、装置１０に薄い見掛けを与えながら、バッテリ３
１０のような内部コンポーネントを収容できる内部スペースを与える。
【０１６３】
　図２４は、接着剤層３２２のような接着材料の層を使用してフレキシブルディスプレイ
層１４Ａを支持構造体３２０のような凸面支持構造体（例えば、金属、ガラス又はプラス
チック支持構造体のような、少なくとも凸状外面を有する堅牢な支持構造体）にマウント
することにより凸面ディスプレイ１４が形成された装置１０の実施形態を例示する断面側
面図である。図２４に示すように、ハウジング１２及び凸面ディスプレイ１４で画成され
た装置１０の内部容積は、（ディスプレイ１４の内縁３２８で画成される）平面３２４よ
り上及びディスプレイ１４の内面３３０より下の容積３２６を含む。これは、支持構造体
３２０の内面３３０が凹状（図２４の例では）だからである。容積３２６は、コンポーネ
ント３３２のような内部コンポーネント（例えば、プリント回路板、アンテナ、又は他の
コンポーネント）を配置するのに使用するスペースを与える。それ故、支持構造体３２０
の凸状外面に一致する図２４の凸面形状へフレキシブルディスプレイ層１４Ａを曲げられ
ることは、装置コンポーネントをマウントするために装置１０内に利用できる内部スペー
スを最大にする上で助けとなる。
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【０１６４】
　図２５は、装置１０の一部分の断面側面図である。図２５に示す実施形態では、凸面デ
ィスプレイ１４は、フレキシブルディスプレイ層１４Ａ、接着剤層３２２及び堅牢なカバ
ー層１４Ｃ（例えば、堅牢なプラスチックの層、又はフレキシブルディスプレイ層１４Ａ
が合致する凸状外面及び凹状内面を有する堅牢なカバーガラスの層）から形成される。凸
面ディスプレイ１４は、ハウジング１２のベゼル部分に隣接して形成されてもよいし、又
は付加的なマウント部材によりハウジング１２に接合されてもよい。カバー層１４Ｃの凸
面形状に合致するフレキシブルディスプレイ層１４Ａのような層を装置１０に設けること
で（即ち、層１４Ａが層１４Ｃの凹状内面に合致するように）、（ディスプレイ１４の内
縁３２８により画成される）平面３２４とディスプレイ１４の内面３３０との間に付加的
な内部容積３２６を与えることができる。
【０１６５】
　図２６は、装置１０の別の実施形態の一部分の断面側面図である。図２６の例示的実施
形態において、凸面ディスプレイ１４は、接着剤層３２２により任意のタッチ感知層１４
Ｂに取り付けられたフレキシブルディスプレイ層１４から形成される。タッチ感知層１４
Ｂは、更に、接着剤層３４０を使用して堅牢なカバー層１４Ｃ（例えば、ガラス又はプラ
スチック層）に取り付けられ、ディスプレイ１４の全ての層（３２２、１４Ｂ、３４０及
び１４Ｃ）がカバー層１４Ｃの凸状に合致するようにする（即ち、層１４Ａ及び１４Ｂが
カバー層１４Ｃの凹状内面に合致するようにする）。凸面ディスプレイ１４は、ハウジン
グ１２に隣接して形成されてもよいし、又は付加的なマウント部材によってハウジング２
１２に接合されてもよい。全ての層（１４Ａ、３２２、１４Ｂ、３４０及び１４Ｃ）の凸
形状は、凸面ハウジングと結合されて装置１０に薄い見掛けを与え、そして（ディスプレ
イ１４の内縁３２８により画成される）平面３２４とディスプレイ１４の内面３３０との
間に付加的な内部容積３２６を与えることができる。
【０１６６】
　図２７は、接続構造体３５０のような接続構造体（例えば、オーディオポート又は他の
雌型コネクタ）の付近において電子装置１０を例示する断面斜視図である。図２７に示し
たように、オーディオポート３５０は、相手コネクタ３５４のようなコネクタ（例えば、
相手オーディオプラグ又は他の雄型コネクタ）に嵌合するための電気接点３５２を有する
。図２７の実施形態では、オーディオポート３５０の一部分が（ディスプレイ１４の内縁
３２８で画成された）平面３２４の上の内部容積３２６の一部分を占有する。装置１０の
ディスプレイ１４の凸形状は、薄い見掛けを与え、そして（ディスプレイ１４の内縁３２
８により画成される）平面３２４と、コネクタ３５０のような相手コネクタの一部分がマ
ウントされるディスプレイ１４の内面３３０との間に付加的な内部容積３２６を与えるこ
とができる。
【０１６７】
　図２８は、プリント回路板（ＰＣＢ）、センサ、スイッチ、コネクタ、バッテリ構造体
又は他の電子コンポーネントのようなコンポーネント３６０のスタックの付近における例
示的電子装置１０の断面側面図である。図２８に示す実施形態では、（ディスプレイ１４
の内縁３２８により画成される）平面３２４の上の内部容積３２６の一部分に幾つかのコ
ンポーネント３６０が部分的に又は完全にマウントされる。装置１０のディスプレイ１４
の凸形状は、薄い見掛けを与え、そして（ディスプレイ１４の内縁３２８により画成され
る）平面３２４と、ＰＣＢ及び他のコンポーネント３６０がマウントされるディスプレイ
１４の内面３３０との間に付加的な内部容積３２６を与えることができる。コンポーネン
ト３６０が容積３２６にマウントされる図２９の例は、単なる例示に過ぎない。必要に応
じて、他のコンポーネント又は構造体が容積３２６を占有する。
【０１６８】
　図２９は、装置１０のディスプレイ１４が装置１０を完全に取り巻く例示的電子装置の
断面側面図である。図２９に示すように、装置１０は、凸状前面（上面）及び後面（下面
）を有し、それらは、カーブした側壁に沿って接合される。ディスプレイ１４は、装置１
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０の前面、後面及び側壁面を覆い、電気的コンポーネント３６０（例えば、プリント回路
板、集積回路、スイッチ、センサ、等）を完全に取り巻く。縁３７２は、接合部材３７０
のような接合部材によって接合される。部材３７０は、プラスチック、ガラス、セラミッ
ク、ファイバー合成物、金属（例えば、ステンレススチール、アルミニウム、等）、他の
適当な材料、又はそれらの材料の組み合わせで形成された個別の部材でもよいし、或いは
接着材料で形成されてもよい。
【０１６９】
　図２９の例において、ディスプレイ１４は、フレキシブルディスプレイ層１４Ａ、タッ
チ感知層１４Ｂ、及びカバー層１４Ｃを含む複数の層をスタックすることにより形成され
る。又、ディスプレイ１４は、接着剤層、光学的フィルム又は他の適当な層のような他の
材料層も含む。一例として、ディスプレイ１４は、１つ以上の凸状外面と、装置１０を完
全に取り巻く１つ以上の関連凹状内面とを有する堅牢な凸状支持構造体にフレキシブルデ
ィスプレイ層１４Ａをマウントすることにより形成される。別の構成では、ディスプレイ
１４は、フレキシブルディスプレイ層１４Ａ、接着剤層３２２及び堅牢なカバー層１４Ｃ
（例えば、１つ以上の凸状外面及び１つ以上の関連凹状内面を伴う堅牢なカバー層）から
形成される。別の考えられる構成では、凸面ディスプレイ１４は、接着剤層３２２を使用
してフレキシブルディスプレイ層１４Ａを任意のタッチ感知層１４Ｂに取り付けることに
より形成される。タッチ感知層１４Ｂは、更に、接着剤層３４０を使用して堅牢なカバー
層１４Ｃ（例えば、ガラス又はプラスチック層）に取り付けられ、ディスプレイ１４の全
ての層（３２２、１４Ｂ、３４０及び１４Ｃ）がカバー層１４Ｃの凸形状に合致するよう
にする。これらの例は、単なる例示に過ぎず、ディスプレイ１４の他の構成も使用するこ
とができる。
【０１７０】
　装置１０のディスプレイ１４の凸形状は、装置１０の薄い見掛けを与え、そしてバッテ
リ３１０、ＰＣＢ３６０のようなコンポーネント、又はコンポーネント３１２のような他
のコンポーネントがマウントされる装置の内部容積を最大にする上で役立つ。装置１０を
凸面ディスプレイ１４で完全に取り巻くことで、視覚表示に利用できる装置のエリアを拡
大することができる。
【０１７１】
　以上のことは、本発明の原理を単に例示するに過ぎず、本発明の範囲及び精神から逸脱
せずに種々の変更が当業者により明らかであろう。
【０１７２】
　電子装置には、凸面ディスプレイが設けられる。凸面ディスプレイは、装置の内部容積
を最大にするのに使用される。凸面ディスプレイは、１つ以上のフレキシブル層から形成
される。フレキシブルディスプレイ層は、堅牢な支持構造体又は堅牢なカバー層にマウン
トされる。堅牢な構造体のカーブ形状に合致するフレキシブルディスプレイ層は、装置の
内部コンポーネントが位置される付加的な内部容積を与える。
【０１７３】
　別の実施形態によれば、ハウジングと、ハウジングにマウントされたディスプレイとを
備え、ディスプレイは、堅牢な支持構造体の凸状外面に合致するフレキシブルディスプレ
イ層を有する、電子装置が提供される。
【０１７４】
　別の実施形態によれば、ディスプレイは、更に、接着剤層を含み、そしてその接着剤層
は、フレキシブルディスプレイ層を、堅牢な支持構造体の凸状外面に取り付ける。
【０１７５】
　別の実施形態によれば、ディスプレイは、更に、タッチ感知層を含む。
【０１７６】
　別の実施形態によれば、ディスプレイは、更に、第１及び第２の接着剤層を含み、第１
の接着剤層は、フレキシブルディスプレイ層をタッチ感知層に取り付け、そして第２の接
着剤層は、フレキシブルディスプレイ層を堅牢な支持構造体の凸状外面に取り付ける。
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【０１７７】
　別の実施形態によれば、フレキシブルディスプレイ層は、有機発光ダイオードで形成さ
れた画像ピクセルを含む。
【０１７８】
　別の実施形態によれば、ハウジングは、少なくとも１つの開口を有し、その開口は、コ
ネクタポートに関連し、そして電子装置は、更に、コネクタポートにマウントされたコネ
クタ構造体を備えている。
【０１７９】
　別の実施形態によれば、ハウジングと、ハウジングにマウントされたディスプレイとを
備え、ディスプレイは、少なくとも１つの凸状外面及び少なくとも１つの関連凹状内面を
有する堅牢なカバー層を含むと共に、凹状内面に合致するフレキシブルディスプレイ層を
含む、電子装置が提供される。
【０１８０】
　別の実施形態によれば、ディスプレイは、更に、接着剤層を含み、そしてその接着剤層
は、フレキシブルディスプレイ層を堅牢なカバー層の凹状内面に接合する。
【０１８１】
　別の実施形態によれば、堅牢なカバー層は、ガラスを含む。
【０１８２】
　別の実施形態によれば、フレキシブルディスプレイ層は、有機発光ダイオードから形成
された画像ピクセルを含む。
【０１８３】
　別の実施形態によれば、フレキシブルディスプレイ層は、有機発光ダイオードから形成
された画像ピクセルを含む。
【０１８４】
　別の実施形態によれば、ディスプレイは、更に、凹状内面に合致するタッチセンサ層を
含む。
【０１８５】
　別の実施形態によれば、凹面ディスプレイは、更に、第１及び第２の接着剤層を含み、
第１の接着剤層は、フレキシブルディスプレイ層をタッチセンサ層に取り付け、そして第
２の接着剤層は、タッチセンサ層をディスプレイの凹状内面に取り付ける。
【０１８６】
　別の実施形態によれば、タッチセンサ層は、インジウム・スズ酸化物電極を含む。
【０１８７】
　別の実施形態によれば、電子装置は、更に、内部コンポーネントを備え、ディスプレイ
の凹状内面は、電子装置に対する付加的な内部容積を与え、そして内部コンポーネントは
、その付加的な内部容積に少なくとも部分的にマウントされる。
【０１８８】
　別の実施形態によれば、少なくとも前面及び後面を有し、更に、その前面と後面との間
に介在された電子コンポーネントと、少なくとも前面及び後面を実質的に覆うと共に電子
コンポーネントを取り巻くディスプレイとを備え、該ディスプレイは、少なくとも１つの
内面を有する堅牢なカバー層と、その内面に合致するように曲げられたフレキシブルディ
スプレイ層とを含む、電子装置が提供される。
【０１８９】
　別の実施形態によれば、ディスプレイは、更に、フレキシブルディスプレイ層の少なく
とも一部分に取り付けられたタッチ感知層を含む。
【０１９０】
　別の実施形態によれば、内面は、凹状内面を含み、そして電子装置は、更に、コネクタ
構造体と、開口を有するハウジングとを備え、そのコネクタ構造体は、開口にマウントさ
れて、コネクタポートを形成する。
【０１９１】
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　別の実施形態によれば、電子装置は、少なくとも２つの側壁面を有し、そしてディスプ
レイは、２つの側壁面を実質的にカバーする。
【０１９２】
　別の実施形態によれば、ディスプレイは、少なくとも２つの縁を有し、そしてディスプ
レイの縁は、接合部材によって接合される。
【０１９３】
　以上のことは、本発明の原理を単に例示するに過ぎず、本発明の範囲及び精神から逸脱
せずに種々の変更が当業者により明らかであろう。以上の実施形態は、個々に具現化され
てもよいし、又は任意の組み合わせで具現化されてもよい。
【０１９４】
　図３０－４４の実施例に示すように、電子装置には、フレキシブルディスプレイ及び他
のユーザインターフェイスコンポーネントが設けられる。ユーザインターフェイスコンポ
ーネントは、ボタン；スイッチ；マイクロホン；ソレノイド、モータ及び圧電アクチュエ
ータのようなアクチュエータ；コネクタポート；タッチスクリーン；接近センサ；並びに
電子装置のユーザから入力を受け容れ或いはそこに情報を伝送するための他のコンポーネ
ント；を含む。
【０１９５】
　フレキシブルディスプレイは、フレキシブルディスプレイ層（例えば、フレキシブルな
有機発光ダイオードアレイ）、フレキシブルタッチ感知層（例えば、容量性タッチセンサ
のための透明なキャパシタ電極のアレイをもつポリマーシート）、フレキシブル基板層、
等のフレキシブルな層から形成される。これらのフレキシブルな層は、必要に応じて、フ
レキシブルな又は堅牢なカバー層（カバーガラスとも称される）により覆われるか、或い
は支持構造体（例えば、フレキシブルな層の下面の堅牢な支持構造体）によって支持され
る。堅牢なカバー層で覆われるフレキシブルディスプレイを伴う電子装置では、ユーザイ
ンターフェイス装置の付近でディスプレイのフレキシブルな層へのアクセスを与える開口
がカバー層に設けられる。例えば、カバーガラス層は、カバーガラス層に対してボタン部
材を移動できるようにする開口を有する。別の例として、カバーガラス層は、音声が通過
する１つ以上のスピーカ開口を有する。
【０１９６】
　ユーザに視覚情報を表示するのに利用できるフレキシブルディスプレイの部分のエリア
を最大にするために、ユーザインターフェイスコンポーネントは、フレキシブルディスプ
レイの後方に位置され、又はそれに当接され、又はそれに一体化される。フレキシブルデ
ィスプレイの変形可能な性質は、ディスプレイをユーザインターフェイスコンポーネント
と接触させるように移動するか、又はディスプレイを局所的に撓ませることができるよう
にすることにより（例えば、音声がフレキシブルディスプレイを通過できるようにするか
又は外部環境の気圧測定を内部圧力センサで行えるようにするために）、ユーザがユーザ
インターフェイスコンポーネント（入力／出力コンポーネント）と相互作用できるように
する。
【０１９７】
　必要に応じて、フレキシブルディスプレイの一部分は、電気的コンポーネントの膜部分
を形成する。例えば、フレキシブルディスプレイの一部分は、スピーカコンポーネントの
スピーカ膜を形成する。フレキシブルディスプレイの一部分から形成される膜が設けられ
たコンポーネントは、スピーカ、マイクロホン、レーザマイクロホン、圧力センサ、等を
含む。
【０１９８】
　フレキシブルディスプレイが設けられた形式の電子装置が図３０に例示されている。こ
の電子装置１０は、ディスプレイに一体化されるコンピュータのようなコンピュータであ
る。例えば、電子装置１０は、コンピュータモニタ、ラップトップコンピュータ、タブレ
ットコンピュータ、腕時計装置、ペンダント装置、或いは他の着用可能又は小型装置のよ
うな若干小さなポータブル装置、セルラー電話、メディアプレーヤ、タブレットコンピュ
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ータ、ゲーム装置、スピーカ装置、ナビゲーション装置、コンピュータモニタ、テレビジ
ョン、又は他の電子装置である。
【０１９９】
　装置１０は、ハウジング４１２のようなハウジングを備えている。時々ケースとも称さ
れるハウジング４１２は、プラスチック、ガラス、セラミック、ファイバー複合物、金属
（例えば、ステンレススチール、アルミニウム、等）、他の適当な材料、或いはそれら材
料の組み合わせで形成される。ある状況において、ハウジング４１２の部分は、誘電体又
は他の低導電率材料で形成される。他の状況において、ハウジング４１２、又はハウジン
グ４１２を形成する構造体の少なくとも幾つかは、金属要素から形成される。
【０２００】
　ハウジング４１２は、ハウジング４１２の若干又は全部が単一の構造体として加工又は
成形されるユニボディ構成を使用して形成されるか、或いは複数の構造体（例えば、内部
フレーム構造体、外部ハウジング面を形成する１つ以上の構造体、等）を使用して形成さ
れる。
【０２０１】
　図３０に示すように、ハウジング４１２は、複数の部分を有する。例えば、ハウジング
４１２は、上部４１２Ａ及び下部４１２Ｂを有する。上部４１２Ａは、該上部４１２Ａを
下部４１２Ｂに対して回転軸４１６の周りで回転できるようにするヒンジを使用して、下
部４１２Ｂに結合される。キーボード４１８のようなキーボード及びタッチパッド４２０
のようなタッチパッドは、ハウジング部分４１２Ｂにマウントされる。
【０２０２】
　装置１０は、フレキシブルディスプレイ４１４のようなフレキシブルディスプレイを有
する。フレキシブルディスプレイ４１４は、複数の材料層で形成される。それらの層は、
容量性タッチセンサアレイを形成するためにインジウム・スズ酸化物（ＩＴＯ）電極又は
他の適当な透明電極のパターンが堆積される層のようなタッチセンサ層を含む。それらの
層は、ディスプレイピクセルのアレイを含むディスプレイ層も含む。タッチセンサ層及び
ディスプレイ層は、（例えば）１０ミクロンから０．５ｍｍの厚み、又は０．２ｍｍ未満
の厚み、又は他の適当な厚みを有するフレキシブルなポリマーシート（例えば、ポリイミ
ド）又は他の基板を使用して形成される。
【０２０３】
　ディスプレイピクセルアレイは、例えば、有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）アレイであ
る。他の形式のフレキシブルディスプレイピクセルアレイも形成される（例えば、エレク
トロウェッティングディスプレイ、電気泳動ディスプレイ、フレキシブル液晶ディスプレ
イ、フレキシブルエレクトロクロミックディスプレイ、等）。ＯＬＥＤ技術を使用して、
フレキシブルディスプレイ４１４を形成することを、ここで一例として説明する。しかし
ながら、これは、単なる例示に過ぎない。一般的に、任意の適当な形式のフレキシブルデ
ィスプレイ技術を使用して、ディスプレイ４１４が形成される。
【０２０４】
　これらの機能的ディスプレイ層（即ち、ＯＬＥＤアレイ及び任意のタッチセンサアレイ
）に加えて、ディスプレイ４１４は、１つ以上の構造層を含んでもよい。例えば、ディス
プレイ４１４は、フレキシブルな又は堅牢なカバー層で覆われ、及び／又は支持構造体（
例えば、堅牢な支持体）にマウントされる。必要に応じて、接着剤の層を使用して、フレ
キシブルディスプレイ層を互いに取り付け、及び／又はフレキシブルディスプレイ層を、
堅牢な及びフレキシブルな構造層にマウントすることができる。
【０２０５】
　ある実施形態では、ディスプレイ４１４は、アクティブなエリアＡＡのようなアクティ
ブなエリアと、エリアＩＡのようなインアクティブなエリアとを有する。アクティブなデ
ィスプレイエリアＡＡでは、画像ピクセルのアレイを使用して、テキスト及び画像を装置
１０のユーザへ提示する。アクティブなエリアＡＡでは、ディスプレイ４１４は、装置１
０のユーザとの相互作用及び入力のためのタッチ感知コンポーネントを含む。必要に応じ
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て、中央部分ＡＡ及び周辺部分ＩＡの両方にディスプレイピクセルが設けられる（即ち、
ハウジング上部４１２Ａの全体的に平坦な前面の全部又は実質的に全部にディスプレイピ
クセルが設けられる）。
【０２０６】
　図３１の例では、装置１０は、ユーザの手の中に適合するに充分なほど小さいハウジン
グを使用して具現化される（例えば、図３１の装置１０は、セルラー電話のようなハンド
ヘルド電子装置である）。図３１に示すように、装置１０は、ハウジング４１２の前部に
マウントされたディスプレイ４１４のようなディスプレイを備えている。ディスプレイ４
１４は、アクティブなディスプレイピクセルが実質的に充填されてもよいし、又はアクテ
ィブな部分ＡＡのようなアクティブな部分を取り巻くインアクティブな部分ＩＡのような
インアクティブな部分を有してもよい。ディスプレイ４１４は、ボタン４２２を収容する
開口及びスピーカポート４２４を収容する開口のような開口（例えば、ディスプレイ４１
４のインアクティブな領域ＩＡ又はアクティブな領域ＡＡの開口）を有する。
【０２０７】
　図３２は、電子装置１０がタブレットコンピュータの形態で具現化された構成の電子装
置１０の斜視図である。図３２に示すように、ディスプレイ４１４は、ハウジング４１２
の上面（前面）にマウントされる。ボタン４２２を収容するためにディスプレイ４１４に
開口が形成される（例えば、アクティブな領域ＡＡを取り巻くインアクティブな領域ＩＡ
に開口が形成される）。
【０２０８】
　図３３は、電子装置１０がテレビの形態で具現化されるか、又はコンピュータモニタに
一体化されたコンピュータの形態で具現化された構成の電子装置１０の斜視図である。図
３３に示すように、ディスプレイ４１４は、ハウジング４１２の前面にマウントされる。
スタンド４２６を使用して、ハウジング４１２を支持する。ディスプレイ４１４は、アク
ティブな領域ＡＡを取り巻くインアクティブな領域ＩＡのようなインアクティブな領域を
含む。
【０２０９】
　例示的ディスプレイの分解斜視図が図３４に示されている。図３４に示すように、フレ
キシブルディスプレイ４１４は、フレキシブルディスプレイ層４１４Ａ及びタッチ感知層
４１４Ｂを含む複数の層をスタックすることにより形成される。カバー層４６２のような
任意のカバー層がフレキシブルディスプレイ４１４上に形成される。カバー層４６２は、
ガラス、プラスチックの層、又は他の保護ディスプレイ層である。
【０２１０】
　又、フレキシブルディスプレイ４１４は、他の材料層、例えば、接着剤層、光学フィル
ム、シール材層、又は他の適当な層も含む。フレキシブルディスプレイ層４１４Ａは、発
光ダイオード（ＬＥＤ）、有機ＬＥＤ（ＯＬＥＤ）、プラズマセル、エレクトロウェッテ
ィングディスプレイ素子、電気泳動ディスプレイ素子、液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）コン
ポーネント、又はフレキシブルディスプレイに適合する他の適当な画像ピクセル構造体か
ら形成された画像ピクセルを含む。
【０２１１】
　タッチ感知層４１４Ｂは、水平透明電極４３２及び垂直透明電極４３４のような容量性
タッチ電極を合体する。タッチ感知層４１４Ｂは、一般的に、該タッチ感知層４１４Ｂに
おける１つ以上のタッチ又は近タッチの位置を、容量性、抵抗性、光学的、音響的、誘導
性又は機械的測定に基づいて、或いは１つ以上のタッチ、又はタッチ感知層４１４Ｂ付近
の近タッチの発生に対して測定できる現象に基づいて、検出するように構成される。
【０２１２】
　フレキシブルディスプレイ４１４は、ディスプレイピクセルアレイ層４１４Ａ及び任意
のタッチセンサ層４１４Ｂから形成される。図３４の例では、タッチ感知層４１４Ｂは、
カバー層４６２とフレキシブルディスプレイ層４１４Ａとの間に介在される。この構成は
、単なる例示に過ぎない。必要に応じて、フレキシブルディスプレイ層４１４Ａがカバー



(40) JP 2017-194975 A 2017.10.26

10

20

30

40

50

層４６２とタッチ感知層４１４Ｂとの間に介在される（例えば、フレキシブルディスプレ
イ層４１４Ａがタッチ感知層４１４Ｂの頂部に配置される）。必要に応じて、タッチ感知
層４１４Ｂ及びフレキシブルディスプレイ層４１４Ａは、単一の層として一体化される。
例えば、電極４３２及び４３４のような容量性タッチ電極、並びにディスプレイピクセル
４３０のようなディスプレイピクセルは、必要に応じて、共通の基板上に形成されてもよ
い。
【０２１３】
　図３５は、フレキシブルディスプレイ層４１４Ａの一部分の断面側面図である。図３５
に示すように、フレキシブルディスプレイ層４１４Ａは、複数のサブ層を含む。例えば、
ディスプレイ層４１４Ａは、基板層４１５のような基板層を含む。基板層４１５は、ガラ
ス、セラミック又はプラスチックのようなフレキシブルな又は堅牢な誘電体から形成され
る。一例として、基板層４１５は、１つ以上のフレキシブルなポリマー（例えば、ポリイ
ミド）シートから形成される。基板層４１５は、（例えば）１０ミクロンから０．５ｍｍ
の厚み、０．２ｍｍ未満の厚み、又は他の適当な厚みを有する。
【０２１４】
　ＴＦＴ層４１７のような薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）層は、基板層４１５に形成された
薄膜トランジスタ構造体（例えば、ポリシリコントランジスタ及び／又はアモルファスシ
リコントランジスタ）の層を含む。
【０２１５】
　ＴＦＴ層４１７の上にはＯＬＥＤ層４１９のような有機放射層が形成される。ＯＬＥＤ
層４１９は、図３４のディスプレイピクセル４３０のようなディスプレイピクセルを形成
するのに使用される有機発光ダイオード構造体のアレイのような発光ダイオード材料を含
む。
【０２１６】
　ＯＬＥＤ層４１９及びＴＦＴ層４１７の構造体を保護するために、シール材層４２１の
ようなシール材層がＯＬＥＤ層４１９の上に形成される。シール材層４２１は、１つ以上
のポリマー層（例えば、ＯＬＥＤ層４１９に堆積される１つ以上のポリマー層）、金属ホ
イル（例えば、ＯＬＥＤ層４１９に積層、スパッタ、蒸着又は他の仕方で付着される金属
ホイルの層）、或いは他の適当なコーティング又は従順なカバーから形成される。
【０２１７】
　電子装置１０には、電子装置１０のユーザに音声を与えるための１つ以上のスピーカ構
造体が設けられる。図３６は、スピーカ構造体４４８のようなスピーカ構造体の付近にお
ける電子装置１０の一部分の断面側面図である。スピーカ構造体４４８で発生された音声
は、フレキシブルディスプレイ４１４を通して装置１０の外部へ伝送される。フレキシブ
ルディスプレイ４１４は、スピーカ４４８のスピーカ膜構造体として使用される。スピー
カ４４８のスピーカ膜として働く部分４１４Ｍのような部分は、ディスプレイ４１４のア
クティブな部分又はインアクティブな部分に配置される。スピーカ膜４１４Ｍがアクティ
ブなディスプレイエリアを形成する構成は、フレキシブルディスプレイ４１４のアクティ
ブな領域のサイズをそのインアクティブな領域に対して増加できるようにする。
【０２１８】
　図３６に示すように、スピーカ構造体４４８は、トランスジューサ４５０のようなトラ
ンスジューサにより駆動される。トランスジューサ４５０は、装置１０の回路から電気的
音声信号入力を受け取りそしてその電気的信号を音声へと変換する。図３６の例では、ト
ランスジューサ４５０は、コイル４４２のようなコイルにより取り巻かれた磁石４４０の
ような磁石から形成される。磁石４４０は、フェライト材料、セラミック材料、鉄合金材
料、希土類材料、他の適当な材料、又はそれら材料の組み合わせから形成される永久磁石
である。コイル４４２は、銅、アルミニウム、銀、他の適当な材料、等で形成される。必
要に応じて、磁石４４０を取り巻くコイルの１つ以上のセットがあってもよい。
【０２１９】
　コイル４４２に電流が流れると、磁界が発生される。これは、コイル４４２が、永久磁
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石４４０によって発生される一定磁界と相互作用する磁界で可変電磁石として働くことが
できるようにする。例えば、電磁石の負の極は、永久磁石４４０の負の極により反発され
る。この反発で生じる磁力が磁石４４０をコイル４４２から強制的に離す。コイル４４２
に流れる電流が方向を変えると、可変電磁石の極性が逆転する。コイル４４２の電流が方
向を交番するときに、磁石４４０は、迅速に前後にプッシュされる（ｚ軸に沿って）。
【０２２０】
　部分４１４Ｍのようなフレキシブルディスプレイ４１４の部分は、スピーカ４４８のス
ピーカ膜を形成する。磁石４４０がｚ軸に沿って前後に移動するにつれて、取り付けられ
たスピーカ膜４１４Ｍがスピーカ膜４１４Ｍの前方の空気を振動させ、音波を生成する。
【０２２１】
　ある構成では、支持構造体４４６のような任意の支持構造体（時々補剛構造体又は補剛
材とも称される）がトランスジューサ４５０とスピーカ膜４１４Ｍとの間に介在される。
支持構造体４４６は、ディスプレイ４１４のスピーカ膜部分４１４Ｍを補剛するのに使用
される。支持構造体４４６は、金属プレート、特殊な複合構造体（例えば、補剛材の層間
に介在される発泡材の層、等）、他の支持材料又は補剛構造体、或いはそれらの材料の組
み合わせから形成される。支持構造体４４６のような支持構造体を使用することで、スピ
ーカ膜４１４Ｍは、磁石４４０の動きに、より正確に応答することができる。任意の支持
構造体４４６が使用されない構成では、磁石４４０は、スピーカ膜構造体として働くディ
スプレイ４１４の部分４１４Ｍを補剛するように構成される。
【０２２２】
　装置１０には、１つ以上のスピーカ構造体４４８がある。装置１０のスピーカ構造体４
４８の幾つか又は全部が、フレキシブルディスプレイ４１４から形成されるスピーカ膜を
有する。必要に応じて、フレキシブルディスプレイ４１４の幾つか、全部、又は実質的に
全部が、１つのスピーカ、２つのスピーカ、３つのスピーカ、又は４つ以上のスピーカの
スピーカ膜として使用される。
【０２２３】
　懸架構造体４５４のような懸架構造体は、フレキシブルディスプレイ４１４の部分を、
ハウジング４１２のような堅牢な支持構造体に取り付けるのに使用される。懸架構造体４
５４は、スピーカ膜４１４Ｍがｘ軸及び／又はｙ軸に沿って横方向に移動するのを防止す
るが、スピーカ４４８が音を発生するときにスピーカ膜４１４Ｍがｚ軸に沿って自由に動
けるようにする。懸架構造体４５４は、エラストマ材料、発泡材料、樹脂被覆材料、他の
適当な材料、又はそれらの材料の組み合わせから形成される。図３６の例に示すように、
懸架構造体４５４は、スピーカ膜４１４Ｍとハウジング側壁４１２Ｓとの間に柔軟なイン
ターフェイスを形成する。これは、単なる例示に過ぎない。必要に応じて、懸架構造体４
５４は、スピーカ膜４１４Ｍと、適当な周囲のハウジング構造体又は適当な堅牢な支持構
造体との間に柔軟なインターフェイスを形成することができる。
【０２２４】
　必要に応じて、他の懸架構造体がスピーカ構造体４４８に合体されてもよい。例えば、
１つ以上の懸架構造体が磁石４４０に取り付けられる。この形式の懸架構造体は、磁石４
４０を、磁力で変位された後に平衡位置へ復帰させる回復力を与える。
【０２２５】
　スピーカ４４８により発生される望ましい周波数範囲は、多数のファクタに依存する。
例えば、スピーカ４４８により発生される望ましい周波数範囲は、スピーカ４４８が具現
化される電子装置の形式に依存し、装置１０におけるスピーカ４４８の位置に依存し、ス
ピーカ構造体４４８と組み合わせて使用される他のスピーカ構造体に依存し、等である。
スピーカ４４８から望ましい周波数応答を得るために設計上の選択がなされる。例えば、
スピーカ４４８を形成するのに使用される材料は、望ましい周波数応答に基づいて選択さ
れる。
【０２２６】
　又、スピーカ４４８を取り巻くエンクロージャーの形式も、望ましい周波数応答に基づ
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いて選択される。例えば、スピーカを取り巻くエンクロージャーは、ポート付きである。
図３６に示すように、ハウジング４１２には、音響ポート４５２のようなポート又は開口
（時々通風筒、ホーン、通気口、穴、等とも称される）が任意に設けられる。ポート４５
２は、ハウジング４１２の内部とハウジング４１２の外部との間の圧力を等化するのに使
用される。これは、次いで、スピーカ４４８により発生される音波を増大する。図３６の
例に示すポート付きエンクロージャーのようなポート付きエンクロージャーは、スピーカ
４４８により発生される低周波数音波の大きさを増加する（例えば、ポート付きエンクロ
ージャーを伴うスピーカは、シール型エンクロージャーを伴うスピーカより低音出力が大
きい）。
【０２２７】
　図３６に示すように、ポート４５２は、エンクロージャーへと突出する部分４５２Ｐの
ような部分を有する。この突出部分４５２Ｐのサイズ及び形状は、望ましい周波数応答を
得るようにカスタマイズされる。例えば、ポート４５２の突出部分４５２Ｐは、開口４５
２の直径が部分４５２Ｐの長さに沿って変化する「ホーン」形状を有する。突出部分４５
２Ｐは、必要に応じて、カーブした形状を有する。一般的に、突出部分４５２Ｐは、適当
な形状を有し、そして開口４５２は、適当なサイズを有する。ポート４５２の特性は、ス
ピーカ４４８の望ましい周波数応答、装置１０の構造、等に依存し、そしてそれに応じて
変更される。図３６に示す例は、単なる例示に過ぎない。
【０２２８】
　必要に応じて、スピーカ４４８には、ポートをもたないシール型エンクロージャーが設
けられる。ハウジング４１２にポート４５２が設けられる図３６の例は、単なる例示に過
ぎない。スピーカ４４８が具現化されるエンクロージャーの形式（例えば、シール型エン
クロージャー、ポート型エンクロージャー、等）は、スピーカ４４８の望ましい周波数応
答、装置１０の構造、等に依存し、そしてそれに応じて変更される。
【０２２９】
　電子装置１０は、内部コンポーネント４５６のような内部コンポーネント又は構造体を
有する。内部コンポーネント４５６のような内部コンポーネントは、スピーカ４４８の共
振周波数をチューニングするために任意に使用される。内部コンポーネント４５６は、バ
ッテリ又は他の内部構造体である。必要に応じて、任意のコンポーネント４５６は、省略
されてもよいし、又はスピーカ４４８の共振周波数をチューニングするために使用されな
くてもよい。
【０２３０】
　必要に応じて、ハウジング４１２は、任意の立ち上った部分４１２’のような１つ以上
の立ち上った縁を有する。立ち上った部分４１２’は、その上面がディスプレイ４１４の
上面の上に存在する（例えば、立ち上った部分４１２’の上面は、垂直方向ｚにおいて、
フレキシブルディスプレイ４１４の上面より上に突出する）。任意の立ち上った部分４１
２’は、ユーザが、ディスプレイ４１４のスピーカ機能を妨げることなく、装置１０を手
で保持できるようにする。ハウジング４１２の立ち上った部分４１２’は、ディスプレイ
４１４の全周を取り巻いてもよいし、或いはディスプレイ４１４の１つの辺、ディスプレ
イ４１４の２つの辺、ディスプレイ４１４の３つの辺、又はディスプレイ４１４の全４辺
に配置されてもよい。又、立ち上った部分４１２’は、ハウジング４１２の一体的部分と
して形成されてもよいし、又はハウジング４１２に接触する個別の構造体として形成され
てもよい。
【０２３１】
　図３７は、スピーカ構造体４４８の別の考えられる実施形態の付近における電子装置１
０の一部分の断面側面図である。図３７に示すように、スピーカ構造体４４８は、トラン
スジューサ４５０のようなトランスジューサにより駆動される。図３７の例では、トラン
スジューサ４５０は、磁石４４０のような磁石によって取り巻かれたコイル４４２の１つ
以上の中央セットから形成される。ある構成では、コイル４４２の内部４４４が磁石構造
体も収容する（例えば、コイル４４２は、磁石構造体を取り巻く）。コイル４４２の内部
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４４４に形成された磁石構造体は、外部磁石４４０の一体的部分として形成されるか（例
えば、コイル４４２の上及び／又は下で接合されるか）、又は個別の磁石構造体である。
必要に応じて、コイル４４２の内部４４４は、磁石構造体がなくてもよい。
【０２３２】
　図３６のトランスジューサと同様に、図３７のトランスジューサ４５０は、装置１０の
回路から電気的音声信号入力を受け取りそしてその電気的信号を音声へと変換するように
構成される。コイル４４２に電流が流れると、磁界が発生される。コイル４４２によって
発生された磁界は、永久磁石４４０により発生された一定磁界と相互作用する。電磁石と
一定磁界との相互作用で、コイル４４２と磁石４４０との間に磁力（例えば、吸引力又は
反発力）が生成される。コイル４４２に流れる電流が方向を変化すると、可変電磁石の極
性（ひいては、磁力の方向）が逆転される。コイル４４２は、コイル４４２の電流が方向
を交番するときに変化する磁力により（ｚ軸に沿って）前後にプッシュされる。
【０２３３】
　コイル４４２が前後に動くときには、取り付けられたスピーカ膜４１４Ｍが、そのスピ
ーカ膜４１４Ｍの前方の空気を振動させて、音波を生成する。支持構造体４４６を使用し
て、スピーカ膜４１４Ｍを補剛し、フレキシブルディスプレイ４１４の膜部分４１４Ｍが
トランスジューサ４５０の動きに正確に応答するようにする。
【０２３４】
　図３７の例において、スピーカ４４８には、ポートをもたないシール型エンクロージャ
ーが設けられる。これは、単なる例示に過ぎない。適当な形式のエンクロージャー（例え
ば、シール型エンクロージャー、ポート型エンクロージャー、等）が使用されてもよい。
スピーカ４４８が具現化されるエンクロージャーの形式は、スピーカ４４８の望ましい周
波数応答、装置１０の構造、等に依存し、そしてそれに応じて変更される。
【０２３５】
　図３８は、スピーカ構造体４４８の別の考えられる実施形態の付近における装置１０の
一部分の断面側面図である。図３８の例では、スピーカ４４８は、装置１０内の堅牢な構
造体、例えば、堅牢な構造体４６６により支持される。この堅牢な構造体４６６は、ハウ
ジング構造体又は内部コンポーネントから形成されてもよいし、或いはスピーカ４４８の
フレーム（時々シャーシ又は「バスケット」とも称される）又は他の堅牢な支持構造体を
形成するのに使用される専用の構造体でもよい。懸架構造体４５４は、スピーカ４４８と
堅牢な構造体４６６との間に柔軟なインターフェイスを形成するのに使用される。（懸架
構造体４５４がハウジング側壁４１２Ｓに取り付けられた）図７及び８の懸架構造体と同
様に、図３８の懸架構造体４５４は、ディスプレイ４１４のスピーカ膜部分４１４Ｍがｘ
軸及び／又はｙ軸に沿って横方向に動くのを防止するが、スピーカ４４８が音を発生する
ときにはｚ軸に沿ってスピーカ膜４１４Ｍが自由に動けるようにする。懸架構造体４５４
は、スピーカ４４８の適当な部分（例えば、支持構造体４４６、磁石４４０、スピーカ膜
部分４１４Ｍ、等）に取り付けられる。
【０２３６】
　図３８に示す構成体の形式は、スピーカ４４８がハウジング側壁４１２Ｓの付近にない
構成、又はスピーカ４４８がハウジング４１２に取り付けられない他の構成について有益
である。例えば、スピーカ４４８は、大きなディスプレイの中央部分に配置される。この
形式の構成では、図３８の堅牢な構造体４６６のような堅牢な構造体を使用して、必要に
応じて、スピーカ４４８を支持することができる。
【０２３７】
　装置１０には、１つ以上のスピーカ４４８がある。共通の堅牢な構造体４６６に複数の
スピーカ４４８が取り付けられるか、又は個別の堅牢な構造体４６６に各スピーカ４４８
が取り付けられる。
【０２３８】
　必要に応じて、任意のカバー層４６２のようなカバー層がフレキシブルディスプレイ４
１４の上に形成される。カバー層４６２は、ガラス、プラスチック、又は他の適当な材料
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から形成される。カバー層４６２は、ユーザが、ディスプレイ４１４のスピーカ機能を妨
げることなく、装置１０を手で保持できるようにする。又、カバー層４６２は、装置１０
のディスプレイ４１４及び他の部品を保護するように働きながら、スピーカ４４８が音を
発生するときにスピーカ膜４１４Ｍがｚ軸に沿って自由に動けるようにする。カバー層４
６２は、ディスプレイ４１４と接触してもよいし、又はカバー層４６２とディスプレイ４
１４との間にギャップ４６３が介在してもよい。ギャップ４６３は、空気が充填されても
よいし、又はシール材の層のような材料層を含んでもよい（一例として）。
【０２３９】
　穴４６４のような１つ以上の穴（時々開口又はスピーカ開口とも称される）がカバー層
４６２に形成されて、スピーカ４４８から装置１０の外部へ音が通過できるようにする。
【０２４０】
　図３９は、カバー層４６２に穴４６４をどのように形成するか示す装置１０の斜視図で
ある。図３９に示すように、１つ以上のスピーカの前方に開口のアレイが形成される「ス
ピーカグリル」形態で穴４６４が形成される。穴４６４は、カバー層４６２の適当な位置
に形成される。例えば、穴４６４は、スピーカ構造体に重畳するカバー層４６２の局所的
エリアに形成されるか、或いは穴４６４は、ディスプレイ４１４の前面の若干、全部又は
実質的に全部を覆う均一なアレイで形成されてもよい。穴４６４は、適当なサイズでよい
。例えば、穴４６４は、直径が０．２５ｍｍから０．５ｍｍ、０．５ｍｍから１ｍｍ、１
ｍｍから１．５ｍｍ、１．５ｍｍ以上、１．５ｍｍ未満、等である。カバー層４６２に形
成される開口４６４のサイズ、形状及び個数は、装置１０におけるスピーカ４４８の形式
及び個数に依存する。
【０２４１】
　図４０は、支持構造体４４６の付近における装置１０の断面側面図である。支持構造体
４４６は、フレキシブルディスプレイ４１４の部分を補剛するのに使用される。図３６を
参照して述べたように、補剛構造体４４６は、金属プレート、ファイバベースの複合材料
、１つ以上の材料のラミネート層、又は他の適当な材料から形成される。図４０の例に示
すように、補剛構造体４４６は、第１及び第２の補剛シート４７２間に介在された発泡材
４７４の層から形成される。シート４７２は、ポリマー、金属、ガラス、セラミック、フ
ァイバベースの複合体、又は他の適当な材料から形成される。この形式の構造体は、ディ
スプレイ４１４のための硬く且つ軽量の支持構造体である。必要に応じて、支持構造体４
４６は、ディスプレイ４１４のスピーカ膜部分４１４Ｍを補剛するのに使用されるか、デ
ィスプレイ４１４の他の部分を補剛するのに使用されるか、又はディスプレイ４１４の全
部又は実質的に全部を補剛するのに使用される。
【０２４２】
　支持構造体４４６は、任意の望ましい形態に整形される。例えば、支持構造体４４６は
、カーブしてもよいし、平面でもよいし、或いはカーブした部分及び平面部分の組み合わ
せでもよい。
【０２４３】
　図４１は、カーブした支持構造体４４６の付近における装置１０の断面側面図である。
図４１に示すように、フレキシブルディスプレイ４１４は、補剛構造体４４６の形状に合
致する。図４１の例では、補剛構造体４４６は、フレキシブルディスプレイ４１４が凹状
となるようにカーブした形状を有する。しかしながら、これは、単なる例示に過ぎない。
一般的に、補剛構造体４４６及びディスプレイ４１４の取り付け部分は、任意の適当な形
状でよい。例えば、補剛構造体４４６は、フレキシブルディスプレイ４１４が凸状となる
ようにカーブした形状を有する。ディスプレイ４１４が凹状である図４１の例は、ディス
プレイ４１４がスピーカ４４８のスピーカ膜を形成する構成に適している。凹状のスピー
カ膜は、スピーカ４４８により発生される音声の質を改善する。凸状膜を伴うスピーカも
使用できる。
【０２４４】
　図４２は、単一スピーカ構造体の付近における装置１０の断面側面図である。図４２に
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示すように、フレキシブルディスプレイ４１４の部分４１４Ｍは、スピーカ構造体４４８
のスピーカ膜を形成する。スピーカ４４８のトランスジューサ４５０は、適当な形式のト
ランスジューサである（例えば、１セット以上のコイルが磁石により取り囲まれたもの、
１セット以上のコイルが磁石を取り囲むもの、圧電トランスジューサ、マイクロホントラ
ンスジューサ、センサ、アクチュエータ、等）。スピーカ４４８は、装置１０における唯
一のスピーカでもよいし、又は装置１０における複数のスピーカの１つでもよい。ディス
プレイベースのスピーカ構造体４４８は、ディスプレイベースでないスピーカ構造体に関
連して使用される。例えば、装置１０には、ディスプレイ４１４をスピーカ膜として使用
しない他のスピーカもある。図４２のスピーカ構造体４４８は、ディスプレイ４１４の全
部又は実質的に全部をスピーカ膜として使用してもよいし（例えば、装置１０の前面全体
がスピーカにより占有される）、或いはディスプレイ４１４の一部分だけをスピーカ膜と
して使用してもよい。
【０２４５】
　図４３の例では、トランスジューサ４５０のアレイを使用して、複数のディスプレイベ
ースのスピーカ４４８を形成する。ディスプレイベースのスピーカ構造体４４８は、ディ
スプレイベースでないスピーカ構造体に関連して使用される。各ディスプレイベースのス
ピーカ４４８は、それに関連したトランスジューサ４５０を有している。各関連トランス
ジューサ４５０は、任意の適当な形式のトランスジューサである（例えば、１セット以上
のコイルが磁石により取り囲まれたもの、１セット以上のコイルが磁石を取り囲むもの、
圧電トランスジューサ、マイクロホントランスジューサ、センサ、アクチュエータ、等）
。使用するトランスジューサ４５０の形式は、スピーカ４４８ごとに異なってもよい（例
えば、図４３のスピーカ４４８のアレイは、必要に応じて、異なる形式のトランスジュー
サを含んでもよい）。スピーカ４４８に、異なる形式のトランスジューサ、異なる構造、
及び異なる特性を設けることで、装置１０は、広範囲な周波数をもつ音声を発生すること
ができる。
【０２４６】
　図４４は、装置１０の一部分の下面図で、図４３に示すアレイのようなディスプレイベ
ースのスピーカのアレイを装置１０においてどのように具現化するか示している。図４４
の例では、支持構造体４４６がディスプレイ４１４の下面に形成される。支持構造体４４
６は、ディスプレイ４１４のスピーカ膜部分４１４Ｍを補剛するのに使用される（例えば
、支持構造体４４６は、トランスジューサ４５０とディスプレイ４１４との間に介在され
る）。又、支持構造体４４６は、隣接するスピーカ４４８間のディスプレイ４１４の部分
を補剛するのにも使用される。
【０２４７】
　各スピーカ４４８は、支持構造体４４６により補剛されないフレキシブルディスプレイ
４１４のリング４１４’により取り囲まれる。フレキシブルディスプレイ４１４のフレキ
シブルリング状部分４１４’は、隣接スピーカ４４８間の干渉を防止するバリア構造体を
各スピーカ４４８の周りに与える。例えば、スピーカ膜４１４Ｍが振動するときに、リン
グ４１４’（支持構造体４４６により取り囲まれた）は、ディスプレイ４１４において横
方向（例えば、ｘ軸及び／又はｙ軸に沿った方向）に動く振動を吸収する。これは、隣接
スピーカ４４８が、隣接スピーカの振動により妨げられずに独立して動作できるようにす
る。
【０２４８】
　必要に応じて、スピーカ４４８は、種々のスピーカ形式を含む。スピーカ４４８に使用
されるスピーカ形式は、例えば、サブウーハ、ウーハ、中間域スピーカ、ツイータ、スー
パーウーハ、等を含む。必要に応じて、音声入力の異なるチャンネルが各スピーカへルー
ティングされる。例えば、スピーカ４４８は、中央チャンネルスピーカ、左チャンネルス
ピーカ、右チャンネルスピーカ、周囲チャンネルスピーカ、等を含む。スピーカ４４８の
適当な特性は（例えば、サイズ、形式、位置、入力チャンネル、等）は、望ましい周波数
応答を達成し及び／又は装置１０の構造体を収容するように変更される。



(46) JP 2017-194975 A 2017.10.26

10

20

30

40

50

【０２４９】
　フレキシブルディスプレイと、１つ以上のディスプレイベースのスピーカ構造体とを備
えた電子装置が提供される。スピーカ構造体は、フレキシブルディスプレイの下に位置さ
れる。フレキシブルディスプレイの部分は、スピーカ構造体のスピーカ膜として使用され
る。スピーカ構造体は、電気的音声信号を音響に変化するトランスジューサにより駆動さ
れる。コイル及び磁石から形成された圧電トランスジューサ（１つ又は複数）は、スピー
カ構造体を駆動するのに使用される。フレキシブルディスプレイのアクティブなディスプ
レイエリアからスピーカ膜が形成される。フレキシブルディスプレイの若干、全部、又は
実質的に全部が、１つ以上のディスプレイベースのスピーカ構造体に対するスピーカ膜と
して使用される。任意のカバー層には、スピーカ開口が設けられ、ディスプレイベースの
スピーカ構造体から装置の外部へ音声が通過される。
【０２５０】
　別の実施形態によれば、フレキシブルディスプレイと、スピーカ膜を有するスピーカ構
造体とを備え、スピーカ膜は、フレキシブルディスプレイの一部分から形成されたもので
ある、電子装置が提供される。
【０２５１】
　別の実施形態によれば、電子装置は、更に、スピーカ膜を形成するフレキシブルディス
プレイの一部分を補剛するように構成された補剛構造体を備えている。
【０２５２】
　別の実施形態によれば、補剛構造体は、発泡材の層を含む。
【０２５３】
　別の実施形態によれば、補剛構造体は、発泡材層の第１及び第２の互いに逆の面に取り
付けられる第１及び第２の補剛シートを含む。
【０２５４】
　別の実施形態によれば、フレキシブルディスプレイは、画像を表示するように構成され
たアクティブな部分を含み、そしてスピーカ膜は、フレキシブルディスプレイのそのアク
ティブな部分から形成される。
【０２５５】
　別の実施形態によれば、電子装置は、更に、堅牢な構造体と、該堅牢な構造体にスピー
カ構造体の一部分を取り付けるように構成された懸架構造体とを備えている。
【０２５６】
　別の実施形態によれば、電子装置は、更に、フレキシブルディスプレイがマウントされ
る電子装置ハウジングを備え、堅牢な構造体は、少なくとも一部分が電子装置ハウジング
から形成される。
【０２５７】
　別の実施形態によれば、電子装置は、更に、フレキシブルディスプレイの上に形成され
たカバー層を備え、そのカバー層は、スピーカ膜の上に形成された少なくとも１つの開口
を含む。
【０２５８】
　別の実施形態によれば、電子装置は、更に、フレキシブルディスプレイがマウントされ
る電子装置ハウジングを備え、その電子装置ハウジングは、少なくとも１つの音響ポート
を有する。
【０２５９】
　別の実施形態によれば、フレキシブルディスプレイは、ポリマーのフレキシブルシート
から形成された基板を有する有機発光ダイオードディスプレイを含む。
【０２６０】
　別の実施形態によれば、フレキシブルディスプレイと、複数のスピーカ構造体とを備え
、フレキシブルディスプレイの部分が複数のスピーカ構造体のスピーカ膜を形成する電子
装置が提供される。
【０２６１】
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　別の実施形態によれば、電子装置は、更に、スピーカ膜を形成するフレキシブルディス
プレイの部分を補剛するように構成された複数の補剛構造体を備えている。
【０２６２】
　別の実施形態によれば、フレキシブルディスプレイは、補剛領域のセットであって、該
補剛領域のセットにおける各補剛領域が各スピーカ構造体の一部分を形成するような補剛
領域のセットと、フレキシブル領域であって、その各々が補剛領域のセットにおける各補
剛領域を取り囲むようなフレキシブル領域と、取り囲み補剛領域であって、その部分によ
り各フレキシブル領域を取り囲むような取り囲み補剛領域とを含む。
【０２６３】
　別の実施形態によれば、スピーカ構造体は、左チャンネルスピーカ及び右チャンネルス
ピーカを含む。
【０２６４】
　別の実施形態によれば、電子装置は、更に、スピーカ構造体を駆動するように構成され
たトランスジューサを備え、各トランスジューサは、コイル及び磁石を含む。
【０２６５】
　別の実施形態によれば、電子装置は、更に、スピーカ構造体を駆動するように構成され
た圧電トランスジューサを備えている。
【０２６６】
　別の実施形態によれば、フレキシブルディスプレイは、ポリマーのフレキシブルシート
から形成された基板を有する有機発光ダイオードディスプレイを含む。
【０２６７】
　別の実施形態によれば、ハウジングと、該ハウジングにマウントされたフレキシブルな
有機発光ダイオードディスプレイであって、ポリマーのフレキシブルシートから形成され
た基板を有するフレキシブルな有機発光ダイオードディスプレイと、ポリマーのフレキシ
ブルシートの一部分から形成されたスピーカ膜を有する少なくとも１つのスピーカとを備
えたポータブル電子装置が提供される。
【０２６８】
　別の実施形態によれば、ポータブル電子装置は、更に、少なくとも１つのスピーカとス
ピーカ膜との間に介在された補剛構造体を備え、その補剛構造体は、複合材料を含む。
【０２６９】
　別の実施形態によれば、スピーカ膜は、凹状である。
【０２７０】
　別の実施形態によれば、ハウジングは、４つの周囲縁をもつ長方形ハウジングを含み、
フレキシブルな有機発光ダイオードディスプレイ及びスピーカ膜は、その４つの周囲縁の
間に延びる。
【０２７１】
　以上の説明は、本発明の原理を単に例示するものに過ぎず、当業者であれば、本発明の
範囲及び精神から逸脱せずに種々の変更がなされ得るであろう。以上の実施形態は、個々
に具現化されてもよいし、任意の組み合わせで具現化されてもよい。
【符号の説明】
【０２７２】
　１０：電子装置
　１２：ハウジング
　１４：フレキシブルディスプレイ
　１４Ａ：フレキシブルディスプレイ層
　１４Ｂ：タッチ感知層
　１４Ｃ：カバー層
　１６：円形開口
　１８：スピーカポート開口
　１７：ボタン
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　１９：オーディオコンポーネント
　２０Ｉ：周囲領域
　２０Ａ：長方形の中央領域
　２２、２４、２６：インターフェイスコンポーネント
　３２：水平透明電極
　３４：垂直透明電極
　４０、４２：方向
　５０：支持構造体
　５２：ボタン部材
　５４：プリント回路板
　５６：ドームスイッチ
　７０：ダイアフラム
　７２：コイル
　７４：磁石
　８０：レーザコンポーネント
　８２：レーザ吸収コンポーネント
　８４：レーザビーム
　８６：反射レーザビーム
　８８：距離
　９０：圧電アクチュエータ
　１００：コンポーネント
　１０１：一部分
　１０２：変形
　１１０：アクチュエータ段
　１２２：カバー部材
　１２４：アクチュエータスイッチ
　１３０：アクチュエータ
　１４０：圧力感知モジュール
　１４２：接触部材
　１４４：電気接点
　２００：ベゼル
　２０４：開口
　２１０：支持構造体
　２１２：接着剤層
　２１６、２１８：容積
　２２０：コンポーネント
　２３０：接着剤層
　２４０：落下面
　２４４：高さ
　２４８：最大深さ
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【手続補正書】
【提出日】平成29年6月22日(2017.6.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　対向する前部外面及び後部外面を有する電子装置であって、
　前記電子装置の後部外面を形成する凸状の面を有するハウジングと、
　前記ハウジングにマウントされたディスプレイと、
を備え、前記ディスプレイは、堅牢な内部支持構造体の凸状外面に合致するフレキシブル
ディスプレイ層を有し、前記ディスプレイは前記電子装置の前部外面上にのみ形成される
、電子装置。
【請求項２】
　前記ディスプレイは、更に、接着剤層を含み、そしてその接着剤層は、前記フレキシブ
ルディスプレイ層を、前記堅牢な支持構造体の凸状外面に取り付ける、請求項１に記載の
電子装置。
【請求項３】
　前記ディスプレイは、更に、タッチ感知層を含む、請求項１に記載の電子装置。
【請求項４】
　前記ディスプレイは、更に、第１及び第２の接着剤層を含み、その第１の接着剤層は、
前記フレキシブルディスプレイ層を前記タッチ感知層に取り付け、そしてその第２の接着
剤層は、前記フレキシブルディスプレイ層を前記堅牢な支持構造体の凸状外面に取り付け
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る、請求項３に記載の電子装置。
【請求項５】
　前記フレキシブルディスプレイ層は、有機発光ダイオードで形成された画像ピクセルを
含む、請求項４に記載の電子装置。
【請求項６】
　前記ハウジングは、少なくとも１つの開口を有し、その開口は、コネクタポートに関連
し、そして前記電子装置は、更に、前記コネクタポートにマウントされたコネクタ構造体
を備えている、請求項４に記載の電子装置。
【請求項７】
　電子装置であって、
　前記電子装置の後部最外面を形成する凸状のハウジング面を有するハウジングと、
　前記ハウジングにマウントされたディスプレイと、
を備え、前記ディスプレイは、前記凸状のハウジング面に対向する少なくとも１つの凸状
外面を有する堅牢なカバー層を含み、前記堅牢なカバー層の凸状外面は前記電子装置の前
部最外面を形成し、少なくとも１つの関連凹状内面を含み、前記ディスプレイは前記凹状
内面に合致するフレキシブルディスプレイ層を含み、前記ディスプレイは前記電子装置の
前部最外面上にのみ形成される、電子装置。
【請求項８】
　前記ディスプレイは、更に、接着剤層を含み、そしてその接着剤層は、前記フレキシブ
ルディスプレイ層を前記堅牢なカバー層の凹状内面に接合する、請求項７に記載の電子装
置。
【請求項９】
　前記堅牢なカバー層は、ガラスを含む、請求項７に記載の電子装置。
【請求項１０】
　前記フレキシブルディスプレイ層は、有機発光ダイオードから形成された画像ピクセル
を含む、請求項９に記載の電子装置。
【請求項１１】
　前記フレキシブルディスプレイ層は、有機発光ダイオードから形成された画像ピクセル
を含む、請求項７に記載の電子装置。
【請求項１２】
　前記ディスプレイは、更に、前記凹状内面に合致するタッチセンサ層を含む、請求項７
に記載の電子装置。
【請求項１３】
　前記凹面ディスプレイは、更に、第１及び第２の接着剤層を含み、その第１の接着剤層
は、前記フレキシブルディスプレイ層を前記タッチセンサ層に取り付け、そしてその第２
の接着剤層は、前記タッチセンサ層を前記ディスプレイの凹状内面に取り付ける、請求項
１２に記載の電子装置。
【請求項１４】
　前記タッチセンサ層は、インジウム・スズ酸化物電極を含む、請求項１３に記載の電子
装置。
【請求項１５】
　内部コンポーネントを更に備え、前記ディスプレイの凹状内面は、前記電子装置に対す
る付加的な内部容積を与え、そして前記内部コンポーネントは、その付加的な内部容積に
少なくとも部分的にマウントされる、請求項７に記載の電子装置。
【請求項１６】
　少なくとも前面及び後面を有する電子装置において、
　その前面と後面との間に介在された電子コンポーネントと、
　少なくとも前面及び後面を実質的に覆うと共にその電子コンポーネントを取り巻くディ
スプレイと、
を備え、前記ディスプレイは、少なくとも１つの内面を有する堅牢なカバー層と、その内
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面に合致するように曲げられたフレキシブルディスプレイ層とを含み、前記電子装置は少
なくとも２つの側壁面を有し、前記ディスプレイは前記２つの側壁面を実質的にカバーし
、前記２つの側壁面は前記電子装置の前面とは異なる曲率を有する、電子装置。
【請求項１７】
　前記ディスプレイは、更に、前記フレキシブルディスプレイ層の少なくとも一部分に取
り付けられたタッチ感知層を含む、請求項１６に記載の電子装置。
【請求項１８】
　前記内面は、凹状内面を含み、前記電子装置は、更に、コネクタ構造体と、開口を有す
るハウジングとを備え、そのコネクタ構造体は、前記開口にマウントされて、コネクタポ
ートを形成する、請求項１６に記載の電子装置。
【請求項１９】
　前記ディスプレイは、少なくとも２つの縁を有し、そして前記ディスプレイの縁は、接
合部材によって接合される、請求項１６に記載の電子装置。
【請求項２０】
　前記前面及び後面は前記電子装置の対向する外面を形成し、前記ディスプレイは前記前
面をカバーする第１の部分と前記後面をカバーする第２の部分とを含み、前記電子コンポ
ーネントは前記ディスプレイの前記第１及び第２の部分の間に配置される、請求項１６に
記載の電子装置。
【請求項２１】
　前記電子装置の前面及び後面がそれぞれ前記電子装置の凸状の外面を形成する、請求項
１６に記載の電子装置。
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